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四国地区大学教職員能力開発ネットワーク規約（一部改正案） 

 平成 20 年 10 月 18 日 

  制        定 

（名称） 

第１条 本会は、四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（Shikoku Professional and 

Organizational Development Network in Higher Education。以下「ＳＰＯＤ」という。）と称す

る。 

（目的） 

第２条 ＳＰＯＤは、四国地区の大学（四国地区に一部の学部等を置く大学を含む。）及び高等専門学

校（以下「大学等」という。）の連携・協働により、地区内のＦＤ／ＳＤ事業の推進と大学等の教

育力の向上を図ることを目的とする。 

（事業） 

第３条 ＳＰＯＤは、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

（１）ＦＤ／ＳＤプログラム等の調査研究及び開発 

（２）ＦＤ／ＳＤプログラム等の共同実施及び共同利用 

（３）ＦＤｅｒ（ファカルティー・ディベロッパー）及びＳＤＣ（スタッフ・ディベロップメント

・コーディネーター）の養成 

（４）参加大学等間における職員派遣等による交流 

（５）その他ＳＰＯＤの目的を達成するために必要な活動 

（加盟校） 

第４条 ＳＰＯＤは、別表第１に定める加盟校をもって構成する。 

２ 四国地区の大学等で、ＳＰＯＤの目的及び事業に賛同するものは、第９条に定める総会の承認を

経て、新たにＳＰＯＤ加盟校となることができる。ただし、その大学等の所在する県のコア校の承

認を得なければならない四国地区に一部の学部等を置く大学については、当該学部等単位で加盟す

るものとする。 

３ ＳＰＯＤを退会する場合には、会長総会の承認を得なければならない。ただし、原則として退会

する３ヶ月前までに会長に申し出るものとする。 

（コア校）  

第５条 加盟校のうち、別表第２に定める大学をコア校とする。 

２ コア校は、共同でネットワークコアを形成して、第３条各号の事業を企画立案、実施するほか、

各県内の加盟校からの意見の集約及び調整等を行う。 

（その他の加盟校） 

第６条 加盟校のうち、前条のコア校以外の大学等は、ネットワークコアの依頼に応じて、第３条各

号の事業に参加する。 

（代表校） 

第７条 コア校のうち、１校をＳＰＯＤの代表校とする。 

２ 代表校は、コア校の互選により選出する。 

３ 代表校の任期は２年とし、再任を妨げない。 

（会長、副会長、監事及び企画・実施統括者） 

第８条 ＳＰＯＤに、会長（１名）、副会長（３名）、監事（２名）及び企画・実施統括者（１名）

を置く。 

２ 会長及び企画・実施統括者は、代表校から選出する。 

資料１
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３ 副会長は、代表校を除くコア校から選出する。 

４ 監事は、コア校を除く加盟校から選出する。 

５ 会長、副会長、監事及び企画・実施統括者の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

６ 会長は、ＳＰＯＤを代表する。 

７ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。 

８ 監事は、会計を監査する。 

９ 企画・実施統括者は、ＳＰＯＤ活動に係る企画及び実施を統括する。 

１０ 補欠による会長、副会長、監事及び企画・実施統括者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（総会） 

第９条 ＳＰＯＤに、総会を置く。 

２ 総会は、加盟校をもって構成し、代表校が招集する。 

３ 総会の議長は、会長が務める。

４ 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。

５ 加盟校は、当該加盟校を代表して総会に出席する者１名（以下「代表者」という。）を、事前に

登録しなければならない。ただし、加盟校に所属する他の者が、事前に登録した者を代理し、又は

総会に陪席することを妨げない。 

６ 総会は、次の事項を審議する。 

（１）ＳＰＯＤの活動方針及び活動報告に関すること。 

（２）ＳＰＯＤの規約に関すること。ただし、別表を除く。 

（３）ＳＰＯＤの加盟及び退会に関すること。 

（３４）会長、副会長、監事及び企画・実施統括者の選出に関すること。 

（４５）ＳＰＯＤ事業契約の役割分担に関すること。 

 （５６）ＳＰＯＤの予算及び決算に関すること。 

（６７）その他全加盟校による審議が望ましい事項 

７ 総会は、加盟校の過半数が出席しなければ、開会することができない。ただし、加盟校は、審議

事項があらかじめ決定している場合においては、事前の意見提出をもって出席に代えることができ

る。 

８ 総会の議事は、出席の加盟校の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

（ネットワークコア運営協議会） 

第１０条 ＳＰＯＤに、ネットワークコア運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会は、コア校をもって構成し、原則として月１回開催する。 

３ 協議会の議長は、企画・実施統括者が務める。

４ 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。 

５ 協議会は、次の事項を協議する。 

（１）ＳＰＯＤの活動に係る企画立案及び実施に関すること。 

（２）ＳＰＯＤの行う研究開発、人材育成等に関すること。 

（３）その他ＳＰＯＤに係る重要な事項 

６ 協議会における協議概要及び配付資料は、原則として加盟校に配付する。 

（事業評価委員会） 

第１１条 ＳＰＯＤに、協議会が作成した実績報告書を基に事業評価を行う事業評価委員会（以下、

「委員会」という。）を置く。

２ 委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

（事務局） 
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第１２条 ＳＰＯＤの事務局は、代表校に置き、加盟校の協力を得て運営にあたる。 

（会計） 

第１３条 ＳＰＯＤの事業経費は、加盟校からのネットワーク年会費及びその他収入をもって充てる。 

２ 監事は年１回の監査を行う。 

（その他） 

第１４条 本規約に定めるもののほか、ＳＰＯＤの運営に関し必要な事項は、総会又は協議会が別に

定める。 

附 則 

１ この規約は、平成２０年１０月１８日から施行する。 

２ この規約の施行後、最初に任命される第７条第１項の代表校の任期は、同条第３項の規定にかか

わらず、平成２３年３月３１日までとする。 

３ 別表は、新たな加盟校があった場合等に適宜改訂を行うものとする。 

附 則 

この規約は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２５年４月１日から施行する。 

  附 則 

この規約は、平成  年  月  日から施行する。 
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平成２７年４月１日現在

別表第１　加盟校

徳島大学

鳴門教育大学

香川大学

愛媛大学

高知大学

香川県立保健医療大学

愛媛県立医療技術大学

高知県立大学

高知工科大学

四国大学

徳島文理大学

高松大学

聖カタリナ大学

松山大学

松山東雲女子大学

高知短期大学

四国大学短期大学部

徳島工業短期大学

徳島文理大学短期大学部

香川短期大学

高松短期大学

今治明徳短期大学

環太平洋大学短期大学部

聖カタリナ大学短期大学部

松山東雲短期大学

松山短期大学

高知学園短期大学

阿南工業高等専門学校

香川高等専門学校

新居浜工業高等専門学校

弓削商船高等専門学校

高知工業高等専門学校

別表第２　コア校

徳島大学

香川大学

愛媛大学

高知大学
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平成３０年度ＳＰＯＤ事業計画（案） 

１．ＳＰＯＤ共通事業 

・ＳＰＯＤフォーラム 

平成３０年８月２９日（水）～３１日（金）（３日間）  

開催場所：香川大学 

「全体テーマ：教職員のミニマムエッセンシャルズを考える」 

トップリーダーセミナーを併せて開催 

・ＳＰＯＤ内講師派遣（加盟校単位 各１回 計２４回） 開催場所：各加盟校 

原則として，１法人あたり１回とする。ただし，高等専門学校については，１校あた

り１回とする 

・ＦＤ・ＳＤに関する調査研究  

・ＳＰＯＤ将来構想ワーキンググループ 

・情報提供サービス 

①研修プログラムガイド２０１８の発行（年１回，リーフレット※及びホームページ掲載） 

②平成３０年度ＳＰＯＤ活動報告書の発行（年１回，冊子及びホームページ掲載）

③ＳＰＯＤホームページの管理・更新

④ＳＰＯＤメールマガジンの発行（月１回程度）

・その他コア運営協議会で承認された事業，プログラム等 

※ホームページのイベント検索機能を強化して利便性を高める一方， 

印刷物の経費を抑制するため，リーフレット化を実施 

２．ＦＤ事業  

・ＦＤ担当者研修  開催場所：香川大学 

ＳＰＯＤフォーラム２０１８において開催 

・新任教員研修（年５回）の実施・公開 開催場所：各コア校（愛媛大学は２回実施） 

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ（年２回）の公開・実施 

①全加盟校教員対象（年１回）

開催場所：徳島大学

②高専対象（年１回）

開催場所：愛媛大学

・各種ＦＤプログラムの開発・実施 開催場所：各加盟校 

研修プログラムガイド２０１８に掲載したプログラム 

資料２－１
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３．ＳＤ事業    

   ・大学人・社会人としての基礎力養成プログラム（年４回）  

開催場所：徳島大学，愛媛大学 

     レベルⅠ（新任職員研修） １回（徳島大学） 

     レベルⅠ １回（愛媛大学） 

レベルⅡ １回（愛媛大学） 

レベルⅢ １回（愛媛大学） 

     主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：徳島大学，愛媛大学 

   ・職務別能力開発研修（年５回） 

ＳＰＯＤフォーラム２０１８等において開催 

  主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：香川大学 

・次世代リーダー養成ゼミナール（年４回） 

開催場所：愛媛県，徳島県，高知県 

主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：各コア校 

・職員のための講師養成講座（年１回）開催場所：愛媛大学 

  新任教員研修（愛媛大学）プログラムの一部受講等により実施予定 

主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：愛媛大学 

   ・各種ＳＤプログラムの開発・実施  開催場所：各加盟校 

     研修プログラムガイド２０１８に掲載したプログラム 

 

 

 

４．ＳＰＯＤ運営 

   ①総会（年１回）  

   ②ネットワークコア運営協議会（月１回程度） 

   ③事業評価委員会（年１回）  

   ④監査（年１回） 

⑤その他 

ⅰ．ＦＤ／ＳＤ分科会  

     ・ＦＤ分科会（年１回） 総会と同日開催 

     ・ＳＤ分科会（年１回） 総会と同日開催 

ⅱ．ＳＰＯＤ加盟校県内会議 四国各県において必要に応じて実施 
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「研修プログラムガイド２０１８」及びウェブ掲載原稿の作成について（案） 

（趣旨） 

 ＳＰＯＤ加盟校において実施するＦＤ／ＳＤプログラムの中で，ＳＰＯＤ加盟校に開放可能

なプログラムについては，予め内容及びスケジュールを示すことにより，加盟校の教職員が参

加しやすいようにする。また，各加盟校で実施しているプログラムを参考にすることができる

ようにする。

 なお，今回から，各プログラム詳細情報の提供をＳＰＯＤウェブサイト（イベント情報ペー

ジ）に特化させた上で検索機能を強化し，紙媒体の「研修プログラムガイド」については，リ

ーフレット版に変更してＳＰＯＤ研修の全体像を加盟校教職員へより早い時期に提供する。 

（対象プログラム） 

全ＳＰＯＤ加盟校の１～５のプログラム 

１．ＦＤ（主に教員対象），２．ＦＤ／ＳＤ（教職員対象）， 

３． プレＦＤ（大学院生・学部生対象），４．ＳＤ（主に職員対象），５．総合 

（研修プログラムガイド全体構成） 

全８ページ観音開きのリーフレットに変更し，各プログラムの詳細はウェブサイトに掲載する。 

【１】表紙 

【２，３】研修プログラム一覧 

【４】教員・職員の方へ 

・ＳＰＯＤフォーラム概要 

・ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム一覧 

【５】主に教員の方へ 

・新任教員研修概要 

・ＦＤ担当者研修概要 

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ概要 

・ＳＰＯＤ－ＦＤプログラムのレベルについて 

【６】主に職員の方へ 

・大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修概要 

・次世代リーダー養成ゼミナール概要 

・職員のための講師養成講座概要 

・ＳＰＯＤ－ＳＤＣについて 

【７】ホームページの紹介 

【８】裏表紙 

・各種研修プログラムのお申し込み方法について 

・お問い合わせ先 

・ＳＰＯＤとは 

・研修料について 

（ウェブサイト掲載内容） 

1.開催県 2.対象 3.プログラム名 4.日程 5.時間 6.場所 7.受講定員 8.主な対象者

9.対象校 10.講師 11.目標 12.内容 13.準備物 14 参考資料 15.受講者の声 16. 主催

17.申込締切 18.申込・問合せ先 19.新規・継続の別 20.カテゴリ分類 21.遠隔配信

22.FD レベルマップ 23.参考となる写真等

資料４－１
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（原稿作成） 

【研修講師】 
・「ＳＰＯＤ開放プログラム原稿（様式１－２）」により担当プログラムの原稿作成をお願い

します。記載にあたっては，「研修プログラムガイド２０１７」，今年度のイベント情報ペ
ージの各プログラム記載内容及び「様式１－２」の備考欄（記入上の留意事項等を記載）を
参考にしてください。 

・各加盟校事務担当者へ，各校が定める期日までに「様式１－２」を提出してください。 
 
【各加盟校事務担当者】 
・研修講師から提出された「ＳＰＯＤ開放プログラム原稿（様式１－２）」のセルをコピー

し，「ＳＰＯＤ開放プログラム一覧（様式１－１）」の「001」～「020」のシート（各プ
ログラム原稿「様式１－２」の貼り付け用シート）に，開催日の早いプログラムが「001」
になるよう，貼り付けていってください。なお，プログラム数が 20 に満たない場合はシー
トが余っても構いません。 

・「様式１－１」の太枠内を記入してください。 
・「学内向け研修プログラム一覧（様式２）」により，学内向けプログラムを記入してくだ

さい。記入にあたっては，「研修プログラムガイド２０１７」p68-73 を参考にしてくださ
い。 

・各県のコア校へ「様式１－１（様式１－２を貼り付けたもの）」及び「様式２」を提出し
てください。 

 
【各コア校事務担当者】 

・各県内加盟校から提出された「ＳＰＯＤ開放プログラム一覧（様式１－１）」の記載内容
をチェックしてください。その際，「様式１－１」の「001」～「020」のシート（各プロ
グラム原稿「様式１－２」の貼り付け用シート）の記載内容も確認してください。 

・「学内向け研修プログラム一覧（様式２）」の記載内容をチェックしてください。 
・ＳＰＯＤ事務局へ「様式１－１（様式１－２を貼り付けたもの）」及び「様式２」を提出

してください。なお，各加盟校から提出されたファイルを一つにまとめる必要はありませ
ん。加盟校ごとに各ファイルを提出してください。 

 

（発行時期等） 

 発行時期：平成３０年４月上旬 

 ※平成２９年度の発行時期は４月下旬 

 発行部数：Ａ４サイズ 7,500 部（ＳＰＯＤ加盟校 教員 4,577＋職員 2,341＋予備 582 部） 

      ※教職員数は平成３０年度負担金積算根拠数による。 

       ※平成２９年度の発行部数は 7,200 部 

編集責任校：愛媛大学（担当：教育・学生支援機構教育企画室，ＳＰＯＤ事務局） 

       ※作成にあたっては，各コア校と連携・協力して行う。 
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（作成スケジュール） 

提出締切等 提出様式等 提出元→提出先等 

各校で定める期日 ・ＳＰＯＤ開放プログラム原稿【様式 1-2】 研修講師→各加盟校 

平成３０年２月２日（金）

・ＳＰＯＤ開放プログラム一覧【様式 1-1】

・学内向け研修プログラム一覧【様式 2】 

※ＳＰＯＤ開放プログラム原稿【様式 1-2】
は【様式 1-1】内のシートに貼り付けて提出。

各加盟校→各コア校

平成３０年２月９日（金）

・ＳＰＯＤ開放プログラム一覧【様式 1-1】

・学内向け研修プログラム一覧【様式 2】 

※各コア校においてチェック済みの原稿

※ＳＰＯＤ開放プログラム原稿【様式 1-2】は

各加盟校において【様式 1-1】内のシートに貼

り付けたものを提出。

各コア校（コア校実施

分及び県内加盟校とり

まとめ分）

→ＳＰＯＤ事務局 

平成３０年２月中～下旬

【リーフレット】 

印刷業者初稿原稿渡し 

【ウェブサイト】 

イベント情報入力作業開始

平成３０年３月下旬 
【ウェブサイト】 

イベント情報ＨＰ掲載完了 

平成３０年４月上旬
【リーフレット】 

印刷業者納品，各大学へ配付
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　【様式1-2】

ＳＰＯＤ開放プログラム原稿


※プログラムガイド２０１８及びウェブ掲載原稿作成に必要ですので以下1～23の網掛け部分に記載してください。

↓事務担当者へ：当該シートの番号を入力してください。
番号 001

項目 記載内容等

1 開催県 選択してください

2 対象 選択してください

3 プログラム名 入力してください。

4 日程 ○月○日(○)

5 時間 ○○：○○～○○：○○

6 場所 ○○大学○○キャンパス○○棟○号館○階△△教室

7 【受講定員】 ○名

8 【主な対象者】 入力してください。

9 【対象校】 入力してください。

10 【講師】 入力してください。講師氏名(所属大学 所属部署名)

11 【目標】 入力してください。

12 【内容】 入力してください。

13 【準備物】 もしあれば入力してください。

14 【参考資料】 もしあれば入力してください。

15 【受講者の声】 もしあれば入力してください。

16 【主催】 入力してください。

17 【申込締切】 入力してください。

18
【申込・問合せ
先】

入力してください。
○○大学○○
E-mail：

19 新規・継続の別 選択してください

20 カテゴリ分類 選択してください

備考

【徳島,香川,愛媛,高知】から選択

【FD,FD/SD,SD,プレFD,総合】から選択

半角数字

半角数字

場所は具体的な教室名（建物名，階）まで記載

半角数字

＜記入例＞教員、教職員、新任教員、主任級職員　等

■主な対象者
対象者は，ニーズとのミスマッチを防ぐために，教員，職員，大学院生などの職種やニーズ
を明確に表現してください。複数を対象としても構いません。
例１）授業でのグループディスカッションやゼミでのディスカッションをより活性化させたい教
員
例２）FDを担当する教職員
例３）新任教員(但し，授業担当経験５年以上を除く)，参加を希望する教員
例４）全教員，とりわけ講義を持つようになって間もない教員
例５）職員(課長補佐以上)

また，記載方法については，以下の点にご留意ください。
・記載を統一する。
「事務職員，大学職員等」→「職員」
「新規に採用された教員，初任者教員等」→「新任教員」
・対象校を表す言葉（○○大学，SPOD加盟校等）を使用しない。
「・・・であるSPOD加盟校の職員」→「・・・である職員」
「・・・以上の愛媛大学教職員」→「・・・以上の教職員」
・役職を統一する（大学独自の役職名ではなく，一般的な役職名にする）。
「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ」，「副課長」，「ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ」等は使用せず，「課長」「課長補佐」，
「係長」，「主任」，「係員」とする。

＜記入例＞ＳＰＯＤ全加盟校、○○県内ＳＰＯＤ加盟校　等

■対象校（地域別，設置形態別）
できる限りＳＰＯＤ全加盟校に開放してください。記載方法は，以下例示のように記載してく
ださい。
例１）ＳＰＯＤの全加盟校に開放する場合・・・・SPOD全加盟校
例２）愛媛県内加盟校のみに開放する場合・・・・SPOD加盟校（愛媛県内のみ）
例３）短期大学のみに開放する場合・・・・・・・SPOD加盟校（短期大学のみ）
例４）愛媛県内の私立大学のみに開放する場合・・SPOD加盟校（愛媛県内の私立大学の
み）

＜記入例＞○山○夫(○○大学○○)

対象プログラムがどのようなことを行うか分かるように詳しく記載してください。例えば，章毎
のタイトルなどを明示するとわかりやすくなります。（「研修プログラムガイド2017」参照）

＜記入例＞自分が担当する授業のシラバス

＜記入例＞　著者名(発行年)『書籍名』（出版社）

アンケートからなど

＜記入例＞愛媛大学　教育企画室

＜記入例＞要問合せ，開催日○週間前・先着順　等

＜記入例＞担当部署，連絡先メールアドレス

新たに開催または新たに研修プログラムガイドに記載するプログラムに加えて，前年度から
大幅に内容を変更したプログラムは「新規」としてください。

適当なカテゴリをひとつ選択し，左欄に記載してください。各カテゴリについては「研修プログ
ラムガイド２０１７　Ｐ１６～１７」をご参照ください。

↑【 授業の基本 ，参加型授業 ，ＩＣＴ ，多様な学生への支援 ，高専プログラム，ポートフォリオ ，マネジメント ，学習スキル ，職場における多様性と健康 ，ビジ
ネススキル ，リーダーシップ・組織開発 ，その他 】  から選択

資料４－３
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21 遠隔配信 選択してください

22 FDレベルマップ 以下表の太枠内に○を付けてください。※複数選択可。ＳＤプログラムについては記載不要です。

ミクロ ミドル マクロ
個々の教員 教務委員 管理者
授業・教授法 カリキュラム・プログラム 組織の教育環境・教育制度

Ⅰ導入（気づく・わ
かる）

　 　 　

Ⅱ基本（実践でき
る）

　 　 　

Ⅲ応用（開発・報
告）

　 　 　

Ⅳ支援（教えられ
る）

　 　 　

23
参考となる写真
等 選択してください

　　　　　　　　レベ
ル

フ ズ

参考となる写真，ポンチ絵(スライド)等があればお送りください。下部に貼り付けても構いま
せん。

【遠隔,e-ラーニング,なし】から選択
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【
様

式
2
】

所
属

機
関

名
担

当
部

署

担
当

者
氏

名
Ｅ

－
メ

ー
ル

電
 話

フ
ァ

ッ
ク

ス

研
修

名
対

象
者

開
催

時
期

（
留

意
事

項
）

１
．

本
一

覧
は

，
平

成
３

０
年

度
に

各
大

学
等

に
お

い
て

，
学

内
向

け
に

行
う

F
D

／
S
D

／
プ

レ
Ｆ

Ｄ
研

修
・
研

究
会

等
を

，
他

の
加

盟
校

が
参

考
に

す
る

た
め

に
「
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

ガ
イ

ド
２

０
１

８
」
や

　
 Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

掲
載

予
定

で
す

の
で

，
平

成
３

０
年

２
月

２
日

(金
)ま

で
に

所
属

す
る

県
の

コ
ア

校
に

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
コ

ア
校

は
各

県
内

加
盟

校
の

原
稿

を
と

り
ま

と
め

の
上

，

　
 平

成
３

０
年

２
月

９
日

（
金

）
ま

で
に

愛
媛

大
学

教
育

企
画

課
（
sp

o
d
@

st
u
.e

h
im

e-
u
.a

c.
jp

）
に

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。

２
．

S
P
O

D
内

講
師

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

，
記

載
不

要
で

す
。

３
．

「
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

ガ
イ

ド
２

０
１

７
」
の

P
６

８
～

７
３

を
参

考
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

※
開

催
時

期
に

つ
い

て
，

未
定

の
場

合
は

「
○

月
中

旬
」
，

「
未

定
」
等

で
構

い
ま

せ
ん

。

※
適

宜
枠

を
増

や
し

て
ご

利
用

く
だ

さ
い

。

（
記

載
例

）

研
修

名
対

象
者

開
催

時
期

新
任

教
職

員
研

修
新

規
採

用
者

（
教

職
員

）
４

月
７

日
（
木

）
～

８
日

（
金

）

目
的

・
内

容

新
た

に
採

用
に

な
っ

た
教

職
員

に
対

し
，

本
学

職
員

と
し

て
の

使
命

と
心

構
え

を
自

覚
さ

せ
る

と
と

も
に

，
業

務
遂

行
に

必
要

な
基

礎
知

識
，

能
力

及
び

資
質

等
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

平
成

３
０

年
度

学
内

向
け

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
一

覧

目
的

・
内

容

資料４－４
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平
成

３
０

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

（
案

）

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
、

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

、
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

カ
テ

ゴ
リ

Ｎ
ｏ
.

H
3
0

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
1

S
P

O
D

課
題

発
見

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
Ｆ

Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
の

現
状

と
課

題
に

関
す

る
情

報
交

換
、

成
功

事
例

の
紹

介
等

を
行

い
な

が
ら

当
該

組
織

に
お

い
て

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
を

効
果

的
に

進
め

る
た

め
の

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
行

い
ま

す
。

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
に

取
り

組
ん

で
い

る
が

マ
ン

ネ
リ

化
し

て
き

た
、

担
当

者
が

行
き

詰
っ

て
い

る
な

ど
の

課
題

が
あ

る
場

合
に

最
適

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
教

職
員

全
員

を
対

象
と

せ
ず

、
管

理
職

や
Ｆ

Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
担

当
者

等
と

小
規

模
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

形
式

で
実

施
し

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
善

2
３

つ
の

ポ
リ

シ
ー

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
）
の

開
発

と
一

貫
性

構
築

手
法

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
ポ

リ
シ

ー
、

中
教

審
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

２
０

１
６

年
３

月
末

に
中

教
審

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

提
示

さ
れ

、
２

０
１

７
年

度
か

ら
は

全
て

の
大

学
で

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
）
の

策
定

と
公

表
が

義
務

付
け

ら
れ

ま
し

た
。

ど
の

大
学

等
も

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
を

明
文

化
し

て
い

る
は

ず
で

す
が

、
例

え
ば

履
修

系
統

図
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

な
ど

、
明

文
化

さ
れ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
を

よ
り

詳
細

に
説

明
す

る
ツ

ー
ル

も
い

ろ
い

ろ
あ

り
ま

す
。

愛
媛

大
学

な
ど

の
事

例
を

紹
介

し
つ

つ
、

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
を

ど
う

や
っ

て
策

定
し

、
教

育
改

革
の

た
め

に
ど

の
よ

う
に

活
用

し
て

ゆ
く
べ

き
な

の
か

、
み

な
さ

ん
と

考
え

ま
す

。

授
業

改
善

・
教

授
法

3
学

生
の

学
び

を
促

す
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
シ

ラ
バ

ス
、

（
教

授
法

、
評

価
）
、

授
業

デ
ザ

イ
ン

シ
ラ

バ
ス

は
、

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
基

礎
で

あ
り

、
よ

り
良

い
シ

ラ
バ

ス
を

作
る

こ
と

は
よ

り
良

い
授

業
を

作
る

た
め

の
出

発
点

と
な

り
ま

す
。

し
か

し
、

シ
ラ

バ
ス

を
作

る
た

め
に

は
、

様
々

な
授

業
形

態
、

評
価

方
法

と
い

っ
た

知
識

が
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

授
業

全
体

を
わ

か
り

や
す

く
構

築
す

る
デ

ザ
イ

ン
力

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

参
加

者
の

皆
さ

ん
に

良
い

授
業

の
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

っ
て

い
た

だ
く
た

め
、

シ
ラ

バ
ス

の
定

義
、

授
業

内
容

、
目

的
・
目

標
の

設
定

、
授

業
内

容
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
デ

ザ
イ

ン
、

評
価

方
法

の
選

択
に

つ
い

て
具

体
例

を
示

し
な

が
ら

解
説

し
ま

す
。

ま
た

、
学

生
の

時
間

外
学

習
を

促
す

事
例

も
紹

介
し

ま
す

。
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

の
上

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

、
そ

の
場

で
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

授
業

改
善

・
教

授
法

4

も
っ

と
わ

か
り

や
す

く
す

る
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
の

作
成

方
法

（
プ

ロ
グ

ラ
ム

タ
イ

ト
ル

変
更

案
_高

知
大

学
よ

り
）

シ
ラ

バ
ス

、
（
教

授
法

、
評

価
）
、

授
業

デ
ザ

イ
ン

シ
ラ

バ
ス

は
、

学
習

目
標

や
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

書
か

れ
た

、
授

業
に

関
す

る
最

大
重

要
文

書
と

言
え

ま
す

。
と

こ
ろ

が
、

教
員

が
期

待
す

る
ほ

ど
に

は
、

学
生

は
注

意
深

く
シ

ラ
バ

ス
を

読
ん

で
い

な
い

の
も

事
実

で
す

。
た

と
え

、
学

生
が

読
ん

だ
と

し
て

も
、

教
員

が
持

つ
背

景
的

知
識

を
踏

ま
え

て
シ

ラ
バ

ス
の

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
は

困
難

で
す

。
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
と

は
、

学
習

内
容

を
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

、
ダ

イ
ア

グ
ラ

ム
、

樹
形

図
と

し
て

一
枚

の
マ

ッ
プ

に
表

現
し

た
も

の
で

す
。

学
生

は
こ

れ
を

読
む

こ
と

に
よ

っ
て

、
学

習
目

標
や

内
容

を
効

果
的

に
理

解
で

き
る

だ
け

で
な

く
、

容
易

に
記

憶
に

と
ど

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

教
員

は
、

こ
れ

を
通

し
て

、
自

ら
の

授
業

内
容

や
キ

ー
ワ

ー
ド

を
精

選
し

、
構

造
を

明
確

化
し

、
よ

り
円

滑
な

流
れ

で
授

業
の

再
構

成
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
の

意
義

や
特

徴
を

簡
単

に
説

明
し

た
上

で
、

参
加

者
全

員
が

自
ら

の
授

業
に

つ
い

て
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
を

書
く
個

人
ワ

ー
ク

に
取

り
組

み
ま

す
。

ペ
ア

・
ワ

ー
ク

に
よ

る
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
を

経
て

、
再

度
、

個
人

ワ
ー

ク
に

取
り

組
み

ま
す

。
参

加
者

は
担

当
し

て
い

る
授

業
の

う
ち

、
ど

れ
か

一
つ

の
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

く
だ

さ
い

。

授
業

改
善

・
教

授
法

5

 ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

点
を

取
り

入
れ

 た
授

業
づ

く
り

の
ポ

イ
ン

ト
発

達
障

が
い

の
学

生
に

も
わ

か
り

や
す

い
授

業
づ

く
り

（
プ

ロ
グ

ラ
ム

タ
イ

ト
ル

変
更

案
_高

知
大

学
よ

り
）

学
生

支
援

、
修

学
支

援
、

授
業

デ
ザ

イ
ン

近
年

、
授

業
設

計
の

中
に

、
発

達
障

害
等

の
学

生
の

支
援

と
し

て
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

視
点

を
生

か
し

た
授

業
づ

く
り

が
行

わ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

資
料

の
作

り
方

や
授

業
で

の
指

示
の

出
し

方
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
等

の
活

動
に

お
い

て
、

視
覚

的
な

情
報

を
増

や
し

た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ス
ム

ー
ズ

に
伝

わ
り

学
生

の
授

業
内

で
の

つ
ま

ず
き

が
減

り
ま

す
。

ま
た

、
そ

の
授

業
づ

く
り

は
、

教
室

内
の

多
く
の

学
生

に
と

っ
て

も
、

有
効

な
学

生
支

援
に

も
な

り
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
具

体
的

な
授

業
実

践
に

つ
い

て
紹

介
す

る
と

と
も

に
、

学
内

の
先

生
方

が
行

わ
れ

て
い

る
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

、
情

報
共

有
す

る
と

と
も

に
、

求
め

ら
れ

る
授

業
内

の
学

生
支

援
に

つ
い

て
考

え
て

い
き

ま
す

。

授
業

改
善

・
教

授
法

6
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
授

業
と

は
？

教
授

法
、

動
機

づ
け

や
る

気
（
学

ぶ
意

欲
）
は

、
学

生
の

授
業

態
度

、
授

業
外

で
の

自
主

学
習

の
質

や
量

、
最

終
的

に
学

習
成

果
を

決
定

す
る

要
因

で
す

。
授

業
を

通
し

て
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
す

こ
と

は
私

た
ち

の
大

切
な

役
割

で
す

。
D

V
D

教
材

を
使

用
す

る
、

グ
ル

ー
プ

活
動

を
行

わ
せ

る
、

ゲ
ー

ム
的

要
素

を
盛

り
込

む
等

、
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
す

方
法

は
様

々
で

す
が

、
そ

の
場

し
の

ぎ
の

活
動

に
な

っ
て

し
ま

う
と

学
習

成
果

は
期

待
で

き
ま

せ
ん

。
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
し

そ
の

や
る

気
を

保
持

す
る

た
め

の
理

論
的

な
枠

組
み

を
理

解
し

た
上

で
、

ど
の

よ
う

な
授

業
活

動
を

行
う

の
か

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

て
、

参
加

者
の

皆
さ

ん
に

学
生

の
や

る
気

を
引

き
出

す
た

め
の

理
論

的
な

枠
組

み
を

理
解

し
て

い
た

だ
き

、
授

業
に

役
立

つ
具

体
的

な
ア

イ
デ

ア
を

互
い

に
共

有
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
よ

り
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
で

実
り

の
あ

る
も

の
に

す
る

た
め

に
、

参
加

者
の

皆
さ

ん
は

、
自

分
の

授
業

に
お

い
て

学
生

の
や

る
気

を
引

き
出

す
た

め
に

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

行
っ

て
い

る
の

か
を

箇
条

書
き

に
し

た
メ

モ
を

ご
持

参
く
だ

さ
い

。

授
業

改
善

・
教

授
法

7
受

講
生

が
楽

し
く
集

中
し

て
参

加
す

る
授

業
の

雰
囲

気
作

り
教

授
法

、
講

義
法

、
動

機
づ

け

多
く
の

学
生

は
授

業
を

聴
く
つ

も
り

で
教

室
に

集
ま

っ
て

い
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
し

て
授

業
に

参
加

す
る

つ
も

り
で

来
て

は
い

ま
せ

ん
。

そ
の

よ
う

な
ア

ウ
ェ

イ
な

状
況

を
一

瞬
で

変
え

ら
れ

た
ら

先
生

も
気

持
ち

よ
く
授

業
が

で
き

る
と

思
い

ま
せ

ん
か

？
多

く
の

受
講

生
は

、
授

業
内

容
に

ま
っ

た
く
関

心
が

な
い

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

で
も

難
し

い
話

を
一

方
的

に
続

け
ら

れ
れ

ば
い

く
ら

が
ん

ば
っ

て
も

疲
れ

て
し

ま
い

ま
す

。
そ

ん
な

ど
ん

よ
り

ム
ー

ド
を

一
瞬

で
打

ち
払

っ
て

明
る

く
で

き
た

ら
良

い
と

思
い

ま
せ

ん
か

？
そ

ん
な

テ
ク

ニ
ッ

ク
：
授

業
の

最
初

に
す

べ
き

こ
と

、
大

事
な

こ
と

が
伝

わ
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

方
法

、
全

員
の

意
見

分
布

を
知

る
方

法
に

つ
い

て
具

体
的

に
紹

介
し

ま
す

。
ま

た
、

そ
れ

ら
の

方
法

が
な

ぜ
、

う
ま

く
行

く
の

か
、

基
本

的
考

え
方

を
紹

介
し

ま
す

。

授
業

改
善

・
教

授
法

8
大

人
数

講
義

を
魅

力
的

に
す

る
テ

ク
ニ

ッ
ク

教
授

法
、

講
義

法
、

双
方

向
授

業

「
よ

い
」
講

義
と

は
こ

こ
で

は
、

聞
き

手
の

学
生

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
く
、

知
的

な
緊

張
感

が
あ

り
、

さ
ら

に
学

生
が

参
加

す
る

（
し

た
気

に
さ

せ
る

）
講

義
、

と
い

う
こ

と
に

し
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
学

生
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

方
法

、
講

義
に

参
加

さ
せ

る
方

法
や

授
業

効
果

を
高

め
る

方
法

な
ど

、
大

人
数

の
学

生
を

聴
衆

と
し

た
「
よ

い
」
講

義
を

す
る

た
め

に
気

を
つ

け
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

様
々

な
授

業
ス

キ
ル

を
、

実
例

や
実

習
を

通
し

て
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
大

人
数

講
義

で
も

取
り

入
れ

る
こ

と
が

可
能

な
、

簡
単

な
参

加
体

験
型

授
業

/
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
の

一
例

と
し

て
、

受
講

者
に

実
際

に
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
体

験
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

資料５－２
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平
成

３
０

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

（
案

）

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
、

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

、
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

カ
テ

ゴ
リ

Ｎ
ｏ
.

H
3
0

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

授
業

改
善

・
教

授
法

9
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
実

践
（
試

験
紙

法
）

教
授

法
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

や
っ

て
み

た
け

ど
時

間
ば

か
り

か
か

っ
て

な
か

な
か

進
ま

な
い

。
効

果
的

に
基

礎
知

識
を

蓄
え

る
方

法
は

な
い

か
？

　
そ

ん
な

お
悩

み
の

方
に

ぴ
っ

た
り

の
手

法
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

、
「
試

験
紙

」
と

「
教

科
書

」
で

組
み

立
て

る
反

転
学

習
の

手
法

を
紹

介
し

ま
す

。
こ

れ
ら

の
失

敗
し

な
い

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

手
法

に
は

、
協

同
学

習
の

要
素

が
仕

掛
け

と
し

て
盛

り
込

ま
れ

て
い

る
こ

と
を

一
緒

に
確

認
し

ま
し

ょ
う

。
試

験
紙

法
で

は
，

レ
ク

チ
ャ

ー
よ

り
効

率
よ

く
進

め
ら

れ
、

学
生

の
成

績
を

上
げ

、
様

々
な

能
力

も
開

花
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

＊
 昨

年
の

平
成

２
８

年
度

ま
で

実
施

し
て

い
た

「
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
誘

う
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
手

法
」
と

、
ほ

と
ん

ど
同

じ
内

容
で

す
。

授
業

改
善

・
教

授
法

1
0

新
規

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

実
践

（
成

功
の

た
め

の
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
キ

ン
グ

）
（
追

加
提

案
_高

知
大

学
よ

り
）

教
授

法
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
授

法
に

限
ら

ず
，

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

キ
ン

グ
は

必
要

で
す

。
効

果
的

な
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
キ

ン
グ

を
し

な
い

と
，

話
し

合
い

を
さ

せ
よ

う
と

し
て

も
盛

り
上

が
り

ま
せ

ん
。

「
さ

あ
は

じ
め

よ
う

」
と

い
う

先
生

の
号

令
だ

け
が

む
な

し
く
響

き
ま

す
。

わ
か

り
や

す
い

話
し

方
，

わ
か

り
や

す
い

指
示

，
そ

ん
な

こ
と

を
い

く
ら

工
夫

し
て

も
話

し
合

い
を

は
じ

め
た

と
た

ん
，

受
講

生
は

凍
り

付
い

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

ず
は

初
回

の
授

業
で

十
分

な
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
キ

ン
グ

を
し

ま
し

ょ
う

。
授

業
の

最
初

に
も

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

キ
ン

グ
は

必
要

で
す

。
短

時
間

で
雰

囲
気

を
変

え
る

魔
法

の
言

葉
を

使
い

ま
し

ょ
う

。
こ

れ
ま

で
よ

り
も

早
く
，

何
倍

も
盛

り
上

が
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
が

で
き

る
か

も
。

授
業

改
善

・
教

授
法

1
1

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

入
門

教
授

法
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
双

方
向

性
授

業

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
学

び
、

学
生

が
授

業
に

能
動

的
に

参
加

で
き

る
よ

う
な

様
々

な
教

授
法

の
紹

介
を

通
し

て
、

授
業

に
取

り
込

め
る

ア
イ

デ
ィ

ア
を

考
え

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
教

員
・
学

生
間

の
双

方
向

性
を

高
め

る
教

育
手

法
に

つ
い

て
学

び
、

ご
自

身
の

授
業

で
導

入
で

き
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

一
緒

に
考

え
て

い
き

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

成
自

体
も

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

考
え

方
に

基
づ

い
て

い
ま

す
。

授
業

改
善

・
教

授
法

1
2

効
果

的
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
方

法
教

授
法

、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

、
学

習
効

果
を

上
げ

る
た

め
の

方
法

と
し

て
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
注

目
さ

れ
て

い
ま

す
．

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
「
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
授

業
に

取
り

入
れ

て
み

よ
う

」
「
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
ど

の
よ

う
に

活
用

す
る

こ
と

が
有

効
な

の
か

を
知

り
た

い
」
「
自

身
の

授
業

改
善

に
役

立
て

た
い

」
「
ど

こ
か

ら
始

め
る

と
よ

い
か

わ
か

ら
な

い
」
な

ど
と

い
う

方
に

対
し

て
、

実
際

に
授

業
で

活
用

さ
れ

て
い

る
様

々
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

事
例

を
紹

介
す

る
と

と
も

に
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
に

て
自

身
の

授
業

で
、

ど
う

活
用

で
き

る
か

を
探

っ
て

い
き

ま
す

。

授
業

改
善

・
教

授
法

1
3

基
礎

か
ら

学
ぶ

学
習

評
価

法
学

習
評

価
、

授
業

デ
ザ

イ
ン

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
学

習
評

価
の

基
礎

知
識

で
あ

る
、

学
習

評
価

の
原

則
、

学
習

評
価

の
公

平
性

、
テ

ス
ト

の
作

成
法

、
学

習
評

価
の

厳
密

化
と

効
率

化
の

た
め

の
評

価
ツ

ー
ル

、
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

こ
れ

ま
で

の
自

己
の

学
習

評
価

方
法

を
見

直
し

、
公

平
性

・
厳

密
性

と
効

率
性

の
両

方
を

満
た

す
も

の
に

す
る

た
め

の
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

の
上

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

、
そ

の
場

で
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
1
4

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
を

見
直

し
ま

せ
ん

か
？

～
ア

ン
ケ

ー
ト

の
効

果
的

実
施

と
活

用
方

法
～

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
日

本
に

お
い

て
最

も
一

般
的

な
授

業
改

善
の

一
つ

だ
と

言
え

ま
す

。
一

方
で

、
形

式
的

な
実

施
に

陥
っ

て
い

る
（
マ

ン
ネ

リ
化

）
と

い
う

声
も

聞
き

ま
す

。
「
や

り
っ

ぱ
な

し
」
に

せ
ず

、
効

果
的

に
実

施
す

る
た

め
に

は
、

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

そ
の

結
果

を
ど

の
よ

う
に

活
用

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
国

内
外

の
様

々
な

事
例

を
紹

介
し

な
が

ら
、

上
記

の
問

い
を

考
え

て
い

き
ま

す
。

開
催

校
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

持
参

い
た

だ
け

れ
ば

、
項

目
の

検
討

を
行

う
ワ

ー
ク

を
入

れ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
1
5

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

　
　

　
～

教
育

実
践

の
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

～
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

と
は

何
か

に
つ

い
て

基
本

的
な

内
容

を
学

ん
で

い
き

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

が
、

教
育

改
善

や
教

育
業

績
評

価
に

い
か

な
る

点
で

役
立

つ
か

と
い

っ
た

必
要

性
と

有
効

性
に

つ
い

て
、

ま
た

、
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

作
成

の
た

め
の

要
点

と
手

順
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

設
け

て
い

ま
す

。
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

作
成

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
へ

参
加

予
定

の
先

生
方

は
事

前
準

備
と

し
て

活
用

い
た

だ
け

ま
す

。

高
専

向
け

1
6

新
規

高
専

教
育

ス
キ

ル
の

共
有

と
伝

承
－

私
た

ち
は

，
い

か
に

学
生

を
育

む
の

か
－

高
等

教
育

，
学

生
指

導
･支

援
，

授
業

法
，

生
活

指
導

･ク
ラ

ス
経

営
，

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス

私
た

ち
教

員
に

は
，

学
生

を
育

む
と

い
う

こ
れ

ま
で

の
取

組
の

中
で

そ
れ

ぞ
れ

培
っ

て
き

た
教

育
ス

キ
ル

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し
，

そ
れ

ら
教

育
ス

キ
ル

（
学

生
指

導
･支

援
，

授
業

法
，

生
活

指
導

･ク
ラ

ス
経

営
，

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
）
の

共
有

も
伝

承
も

十
分

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

時
に

，
学

校
に

お
け

る
指

導
は

，
個

別
指

導
の

寄
せ

集
め

と
な

り
，

統
合

的
な

教
育

が
阻

害
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
そ

う
で

す
。

そ
し

て
，

そ
れ

は
学

生
ク

ラ
イ

シ
ス

（
学

習
や

学
校

生
活

に
困

り
感

を
持

ち
，

悩
み

，
孤

立
し

，
問

題
行

動
に

走
り

，
時

に
う

つ
，

不
登

校
，

自
殺

に
至

る
）
を

招
き

ま
す

。
画

一
的

教
育

を
目

指
す

の
で

は
な

く
，

多
様

で
効

果
的

な
教

育
を

つ
な

ぐ
媒

介
と

し
て

，
「
高

専
教

育
ス

キ
ル

ア
ー

カ
イ

ブ
（
高

専
教

員
に

よ
る

学
生

指
導

･支
援

の
コ

ツ
や

例
を

説
明

す
る

映
像

の
W

e
bア

ー
カ

イ
ブ

，
1
V

T
R

は
3
分

程
度

×
約

2
0
0
本

）
」
を

紹
介

し
ま

す
。

こ
れ

を
用

い
た

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
を

行
う

と
と

も
に

，
学

内
で

実
施

可
能

な
教

員
研

修
の

モ
デ

ル
を

検
討

し
，

そ
の

運
営

の
コ

ツ
を

共
有

し
ま

す
。

V
T
R

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
の

多
く
が

高
専

教
員

で
あ

る
た

め
，

「
高

専
教

育
ス

キ
ル

ー
ア

ー
カ

イ
ブ

」
と

し
て

い
ま

す
が

，
大

学
教

員
の

助
言

を
受

け
つ

つ
こ

れ
を

制
作

し
，

大
学

教
員

に
よ

る
V

T
R

も
収

録
し

て
い

ま
す

。
高

等
教

育
と

し
て

，
こ

の
教

育
ス

キ
ル

ア
ー

カ
イ

ブ
は

大
学

と
も

共
有

で
き

る
も

の
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

32



平
成

３
０

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

（
案

）

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
、

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

、
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

カ
テ

ゴ
リ

Ｎ
ｏ
.

H
3
0

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

 高
専

向
け

削
除

 高
専

に
お

け
る

学
生

ク
ラ

イ
シ

ス
と

の
対

峙
 高

専
、

学
生

指
導

 高
専

は
中

学
卒

業
生

を
受

け
入

れ
5
年

一
貫

教
育

で
時

代
に

適
し

た
実

践
的

技
術

者
を

養
い

ま
す

が
、

高
専

が
受

け
入

れ
る

多
感

な
中

学
卒

業
生

は
精

神
的

 に
未

熟
で

あ
り

、
自

立
的

学
習

不
能

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

不
足

、
メ

ン
タ

ル
障

が
い

を
多

く
抱

え
、

そ
れ

が
い

じ
め

・
う

つ
・
不

登
校

・
自

殺
に

つ
な

が
り

、
結

 果
と

し
て

原
級

留
置

･退
学

を
生

ん
で

い
ま

す
。

各
高

専
の

学
生

指
導

に
お

け
る

「
ヒ

ヤ
リ

･ハ
ッ

ト
事

例
」
に

よ
る

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
に

よ
り

、
教

員
個

々
お

よ
び

組
 織

と
し

て
の

学
生

指
導

実
践

力
を

培
い

ま
す

。

 高
専

向
け

削
除

 担
任

教
員

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

 　
　

　
～

担
任

ス
キ

ル
開

発
ワ

ー
ク

～
 高

専
、

学
生

指
導

 心
の

揺
ら

い
で

い
る

学
生

に
、

ま
ず

寄
り

添
う

の
は

、
担

任
教

員
で

す
。

担
任

教
員

は
、

学
生

サ
ポ

ー
ト

の
た

め
に

次
の

こ
と

を
始

め
と

す
る

様
々

な
ス

キ
ル

（
意

 識
、

知
識

と
能

力
）
を

求
め

ら
れ

ま
す

。
担

任
教

員
に

必
要

な
基

礎
的

ス
キ

ル
を

整
理

し
て

時
系

列
に

整
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

教
員

団
の

教
育

力
向

上
に

資
す

る
 こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

 数
年

の
担

任
経

験
を

有
し

、
担

任
ス

キ
ル

の
高

度
化

と
共

有
、

校
内

で
の

教
育

連
携

の
必

要
性

を
感

じ
て

い
る

教
員

を
対

象
と

す
る

ワ
ー

ク
で

す
。

 ・
学

生
と

の
接

し
方

  
・
自

殺
や

不
登

校
、

い
じ

め
の

サ
イ

ン
  

・
教

育
連

携
の

方
法

  
・
保

護
者

対
応

  
・
奨

学
金

 ・
休

学
時

の
手

続
き

 ・
授

業
料

納
付

期
限

、
除

籍
  

・
高

等
学

校
卒

業
程

度
認

定
試

験
  
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
  

・
危

機
管

理
フ

ロ
ー

 高
専

向
け

削
除

 事
例

か
ら

見
た

、
学

生
・
保

護
者

か
ら

信
頼

さ
 れ

る
高

専
教

育
 高

専
、

教
育

経
営

 学
校

教
育

の
不

調
は

、
時

に
、

強
い

ク
レ

ー
ム

や
裁

判
と

し
て

顕
在

化
し

ま
す

。
教

育
活

動
そ

の
も

の
に

問
題

が
あ

る
場

合
、

教
育

活
動

へ
の

理
解

を
得

ら
れ

な
 い

場
合

な
ど

様
々

で
す

が
、

い
ず

れ
も

学
生

･保
護

者
か

ら
学

校
お

よ
び

教
員

が
信

頼
を

得
ら

れ
て

い
な

い
こ

と
が

最
大

の
要

因
の

一
つ

で
す

。
裁

判
事

例
を

ふ
 ま

え
て

先
行

研
究

を
参

照
し

つ
つ

、
教

育
現

場
の

観
点

か
ら

信
頼

さ
れ

る
高

専
教

育
の

あ
り

方
を

確
認

し
ま

す
。

あ
わ

せ
て

、
各

高
専

に
お

い
て

、
信

頼
さ

れ
る

教
 育

活
動

を
全

学
的

に
行

う
た

め
の

検
証

・
支

援
方

法
に

つ
い

て
考

え
ま

し
ょ

う
。

高
専

向
け

1
7

今
す

ぐ
役

立
つ

授
業

T
ip

s　
ア

ク
テ

ィ
ブ

･ラ
ー

ニ
ン

グ
の

ス
タ

ー
ト

教
授

法
、

動
機

づ
け

ア
ク

テ
ィ

ブ
･ラ

ー
ニ

ン
グ

は
有

効
な

学
習

形
態

で
す

が
、

そ
の

た
め

に
は

学
生

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

内
発

的
動

機
づ

け
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

学
生

の
学

習
活

動
を

活
性

化
す

る
手

法
を

紹
介

し
、

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
ミ

ニ
ワ

ー
ク

で
確

認
し

ま
す

。
取

り
上

げ
る

の
は

、
「
ア

プ
ロ

ー
チ

ト
ー

ク
、

個
人

名
空

間
、

肯
定

的
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

、
T
h
in

k-
P

ai
r-

S
h
ar

e
、

ク
ラ

ス
ル

ー
ム

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
問

い
か

け
、

回
答

へ
の

対
応

、
Ill

u
si

o
n
 o

f 
c
h
o
ic

e
、

ラ
ウ

ン
ド

意
見

交
換

」
な

ど
で

す
。

高
専

向
け

1
8

講
義

V
T
R

簡
単

作
成

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

へ
の

活
用

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
反

転
授

業
、

講
義

V
T
R

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果
的

な
実

施
の

た
め

の
手

法
と

し
て

、
反

転
授

業
に

注
目

が
集

ま
っ

て
い

ま
す

。
一

方
で

、
そ

こ
に

は
、

「
準

備
に

時
間

が
か

か
る

」
、

「
講

義
V

T
R

の
事

前
視

聴
を

し
て

こ
な

い
」
、

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

と
の

接
続

が
難

し
い

（
話

し
合

い
が

拡
散

し
て

、
学

習
成

果
が

見
え

な
い

）
」
、

な
ど

の
懸

念
や

課
題

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

P
P

T
を

ベ
ー

ス
と

す
る

講
義

V
T
R

作
成

ワ
ー

ク
体

験
を

経
て

、
学

生
に

よ
る

講
義

V
T
R

視
聴

を
ふ

ま
え

、
実

授
業

で
は

「
書

く
・
話

す
・
発

表
す

る
」
こ

と
に

よ
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
す

る
ス

タ
イ

ル
の

反
転

授
業

に
つ

い
て

、
こ

れ
ら

の
課

題
を

解
決

し
授

業
者

の
不

安
を

軽
減

す
る

手
法

を
獲

得
し

ま
す

。

業
務

改
善

1
9

大
学

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
企

画
力

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力

大
学

職
員

に
必

要
な

能
力

と
し

て
「
問

題
発

見
・
解

決
能

力
」
が

よ
く
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

大
学

改
革

、
業

務
改

善
を

行
っ

て
い

く
上

で
の

、
「
問

題
発

見
・
解

決
能

力
」
と

「
企

画
提

案
力

」
の

手
法

を
学

ぶ
も

の
で

す
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

身
に

つ
け

た
手

法
や

企
画

書
を

実
際

に
大

学
に

持
ち

帰
り

、
上

司
や

大
学

に
提

案
で

き
る

よ
う

、
実

践
に

即
し

た
ス

タ
イ

ル
で

行
い

ま
す

。
大

学
や

今
の

業
務

に
疑

問
や

改
善

点
を

持
た

れ
て

い
る

職
員

の
方

は
も

ち
ろ

ん
、

ど
う

や
っ

て
見

つ
け

た
ら

よ
い

か
、

提
案

し
た

ら
良

い
の

か
分

か
ら

な
い

職
員

の
方

も
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

業
務

改
善

2
0

若
手

・
中

堅
職

員
の

た
め

の
判

断
力

・
決

断
力

養
成

講
座

判
断

力
・
決

断
力

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

判
断

・
決

断
は

上
司

や
役

職
者

だ
け

が
行

う
も

の
だ

と
思

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

実
は

、
若

手
・
中

堅
職

員
に

お
い

て
も

、
業

務
の

中
で

、
判

断
・
決

断
を

下
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
面

は
多

々
あ

り
ま

す
。

あ
な

た
は

ど
の

よ
う

に
判

断
・
決

断
を

行
っ

て
い

ま
す

か
？

そ
も

そ
も

、
判

断
と

決
断

の
違

い
と

は
何

で
し

ょ
う

か
？

ま
た

、
判

断
を

速
や

か
に

行
う

に
は

何
が

必
要

で
あ

り
、

決
断

を
下

す
に

は
何

を
も

と
に

行
え

ば
良

い
の

で
し

ょ
う

か
？

判
断

や
決

断
が

速
や

か
な

人
は

好
感

を
持

た
れ

ま
す

が
、

そ
の

判
断

や
決

断
が

誤
っ

て
い

る
と

信
頼

を
失

い
ま

す
。

ま
た

一
方

で
、

決
定

し
や

す
い

判
断

が
良

い
判

断
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
こ

の
よ

う
に

、
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
判

断
力

と
決

断
力

の
違

い
、

そ
れ

ら
を

効
果

的
に

行
う

た
め

に
必

要
な

条
件

を
理

解
し

た
上

で
、

実
践

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

う
こ

と
で

参
加

者
の

皆
さ

ん
の

判
断

力
・
決

断
力

ス
キ

ル
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

当
日

は
、

レ
ク

チ
ャ

ー
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
な

ど
を

組
み

合
わ

せ
、

進
め

て
い

き
ま

す
。

業
務

改
善

2
1

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

／
教

育
設

計
）
を

活
用

し
た

企
画

・
立

案
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
企

画
立

案
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

現
状

分
析

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
問

題
解

決
手

法
で

あ
る

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ＩＤ

／
教

育
設

計
）
を

理
解

し
、

そ
の

後
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
に

て
、

自
身

の
業

務
実

践
の

場
に

活
か

せ
る

業
務

の
効

率
化

や
課

題
解

決
に

向
け

た
方

策
が

見
出

せ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

ま
ず

、
自

身
の

大
学

で
業

務
や

教
育

の
改

善
・
改

革
を

推
進

し
た

い
と

考
え

て
い

る
事

柄
を

取
り

上
げ

る
と

こ
ろ

か
ら

は
じ

め
、

一
般

的
に

改
革

を
推

進
す

る
上

で
、

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
現

状
分

析
を

丁
寧

に
行

い
ま

す
。

次
に

、
目

標
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

明
確

に
認

識
し

、
ゴ

ー
ル

に
向

け
て

方
略

・
戦

略
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

た
め

の
方

法
論

を
学

び
、

改
革

の
一

端
を

担
う

際
の

効
果

的
な

思
考

を
身

に
つ

け
ま

す
。

33



平
成

３
０

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

（
案

）

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
、

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

、
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

カ
テ

ゴ
リ

Ｎ
ｏ
.

H
3
0

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

業
務

改
善

2
2

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

養
成

講
座

合
意

形
成

、
調

整
、

ゴ
ー

ル
設

定

仕
事

に
お

け
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
と

は
、

何
を

ど
の

よ
う

に
す

る
こ

と
な

の
で

し
ょ

う
か

。
目

標
達

成
の

た
め

に
部

局
や

立
場

を
超

え
て

、
必

要
な

ス
キ

ル
や

能
力

を
備

え
た

人
を

集
め

る
だ

け
で

な
く
、

チ
ー

ム
の

中
で

異
な

る
分

野
(領

域
)・

個
々

の
利

害
に

よ
る

関
係

を
調

整
し

、
全

体
の

合
意

を
形

成
し

、
向

か
う

べ
き

目
標

・
ゴ

ー
ル

ま
で

着
実

に
誘

導
し

て
い

く
こ

と
、

こ
れ

が
仕

事
に

お
け

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
で

す
。

職
場

に
お

け
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
い

う
役

割
は

、
物

理
的

な
シ

ス
テ

ム
で

は
解

決
で

き
な

い
、

人
に

し
か

担
当

で
き

な
い

仕
事

と
言

え
ま

す
。

本
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

通
じ

て
、

チ
ー

ム
の

各
メ

ン
バ

ー
が

持
つ

ア
イ

デ
ア

や
意

見
、

情
報

を
う

ま
く
引

き
出

し
、

ま
と

め
、

一
つ

の
目

標
達

成
に

向
か

え
る

よ
う

に
す

る
ま

で
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

の
実

践
と

コ
ツ

に
つ

い
て

、
学

ん
で

い
た

だ
け

る
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

業
務

改
善

2
3

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
入

門
講

座
　

（
3
時

間
）

思
考

法
、

（
教

授
法

）

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
は

、
T
o
n
y 

B
u
za

n
に

よ
っ

て
開

発
さ

れ
た

思
考

手
法

・
ノ

ー
ト

術
で

、
記

憶
力

・
理

解
力

・
集

中
力

・
創

造
的

思
考

力
・
問

題
解

決
力

な
ど

の
様

々
な

能
力

を
高

め
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

イ
メ

ー
ジ

と
連

想
を

も
と

に
放

射
状

に
思

考
を

広
げ

る
と

こ
ろ

に
特

徴
が

あ
り

、
ビ

ジ
ネ

ス
や

教
育

現
場

に
お

い
て

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
実

際
に

頭
と

手
を

動
か

し
な

が
ら

M
in

d
 M

ap
p
in

gを
体

験
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

参
加

者
自

身
の

日
々

の
実

践
へ

の
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
さ

れ
ま

す
。

業
務

改
善

2
4

後
輩

の
成

長
を

促
す

コ
ー

チ
ン

グ
コ

ー
チ

ン
グ

、
後

輩
指

導
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

職
場

に
は

、
先

輩
が

後
輩

を
個

別
に

指
導

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

場
面

で
は

、
先

輩
が

後
輩

に
答

え
を

提
示

す
こ

と
も

で
き

ま
す

。
し

か
し

、
そ

れ
で

は
後

輩
の

成
長

を
期

待
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

後
輩

の
成

長
を

促
す

指
導

を
す

る
う

え
で

役
に

立
つ

の
が

、
コ

ー
チ

ン
グ

で
す

。
コ

ー
チ

ン
グ

は
、

人
材

開
発

の
一

つ
の

技
法

で
、

相
手

の
目

標
達

成
を

促
す

た
め

も
の

で
す

。
相

手
に

答
え

を
提

示
す

る
の

で
は

な
く
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
お

し
て

相
手

の
も

つ
答

え
を

引
き

出
す

点
に

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
コ

ー
チ

ン
グ

の
理

論
や

さ
ま

ざ
ま

な
ス

キ
ル

に
つ

い
て

学
習

し
ま

す
。

職
場

で
の

具
体

的
な

事
例

を
も

と
に

、
コ

ー
チ

ン
グ

の
さ

ま
ざ

ま
な

ス
キ

ル
を

理
解

し
、

職
場

で
活

用
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

ま
た

、
コ

ー
チ

ン
グ

の
ス

キ
ル

は
、

学
生

を
指

導
す

る
う

え
で

も
役

に
立

つ
も

の
で

す
。

業
務

改
善

2
5

新
規

学
び

を
促

進
す

る
学

習
支

援
と

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ア

ド
バ

イ
ジ

ン
グ

（
追

加
提

案
_愛

媛
大

学
よ

り
）

学
習

支
援

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
ア

ド
バ

イ
ジ

ン
グ

、
学

習
成

果

各
大

学
で

は
学

習
支

援
セ

ン
タ

ー
等

に
よ

る
組

織
的

な
学

習
支

援
が

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
利

用
し

て
ほ

し
い

学
生

が
利

用
し

て
い

な
い

な
ど

の
課

題
を

抱
え

て
い

る
大

学
も

多
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
本

研
修

で
は

、
米

国
に

お
け

る
学

習
支

援
の

一
方

策
で

あ
る

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ア

ド
バ

イ
ジ

ン
グ

の
取

組
に

つ
い

て
紹

介
し

ま
す

。
米

国
の

取
組

を
ヒ

ン
ト

に
し

て
、

所
属

大
学

に
お

け
る

学
習

支
援

に
よ

る
具

体
的

な
学

習
成

果
を

考
え

、
そ

の
達

成
の

た
め

の
実

践
企

画
・

計
画

を
具

体
的

に
考

え
て

い
き

ま
す

。

 業
務

改
善

削
除

 円
滑

な
会

議
運

営
の

た
め

の
 フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

入
門

 会
議

運
営

、
職

場

 会
議

や
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

、
＂

意
見

が
出

て
こ

な
い

”
、

”
一

部
の

人
ば

か
り

発
言

し
て

い
る

”
、

”
今

日
の

会
議

は
無

駄
だ

っ
た

”
と

感
じ

た
経

験
は

あ
り

ま
せ

ん
 か

？
　

こ
の

よ
う

な
不

満
の

解
決

方
策

と
し

て
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

り
ま

す
。

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

は
、

会
議

、
組

織
運

営
や

教
育

の
場

で
問

題
解

決
や

合
 意

形
成

、
ア

イ
デ

ア
の

創
造

な
ど

を
促

す
活

動
全

般
を

指
し

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
会

議
や

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
場

面
で

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

・
ス

キ
ル

の
 習

得
を

目
指

し
ま

す
。

具
体

的
に

は
会

議
や

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
の

場
づ

く
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

、
合

意
形

成
や

情
報

の
共

有
化

に
つ

い
て

学
習

し
ま

 す
。

業
務

改
善

2
6

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
入

門
組

織
運

営
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

ど
の

よ
う

な
組

織
に

お
い

て
も

、
数

々
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

タ
ス

ク
を

効
率

良
く
果

た
し

て
い

く
た

め
に

は
、

当
該

組
織

を
円

滑
に

機
能

さ
せ

、
そ

の
有

効
性

を
増

す
仕

方
で

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

人
の

存
在

が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

こ
の

よ
う

な
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

は
学

習
や

実
践

に
よ

っ
て

体
得

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
ま

ず
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

概
観

し
、

そ
の

後
、

そ
れ

ら
を

実
際

の
職

場
に

お
い

て
ど

の
よ

う
に

応
用

・
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

に
つ

い
て

、
受

講
者

同
士

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

を
通

じ
て

検
討

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

業
務

改
善

2
7

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
組

織
づ

く
り

、
目

標
・
目

的
の

共
有

日
々

の
諸

業
務

を
果

た
す

各
部

署
に

お
い

て
、

ま
た

組
織

横
断

的
な

種
々

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

に
お

い
て

円
滑

な
協

働
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

な
ど

様
々

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
な

か
で

も
、

チ
ー

ム
や

組
織

を
ど

の
よ

う
に

キ
ッ

ク
オ

フ
す

る
か

、
即

ち
、

メ
ン

バ
ー

間
で

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ビ

ジ
ョ

ン
・
ゴ

ー
ル

、
目

標
や

目
的

の
達

成
方

法
等

を
如

何
様

に
設

定
・
共

有
す

る
か

は
、

メ
ン

バ
ー

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

や
組

織
の

有
効

性
に

大
き

な
影

響
を

与
え

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
に

関
連

し
た

理
論

を
簡

潔
に

学
ぶ

と
共

に
、

受
講

者
各

自
が

所
属

す
る

組
織

的
背

景
を

念
頭

に
、

ど
の

よ
う

な
チ

ー
ム

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

を
実

践
で

き
る

か
、

具
体

的
な

プ
ラ

ン
を

策
定

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

業
務

改
善

2
8

教
学

ＩＲ
入

門
教

学
ＩＲ

、
学

内
デ

ー
タ

、
教

育
改

善

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
中

心
と

す
る

組
織

運
営

お
よ

び
経

営
強

化
の

要
請

を
背

景
と

し
て

、
IR

（
In

st
it
u
ti
o
n
al

 R
e
se

ar
c
h
: 
機

関
調

査
）
の

重
要

性
が

認
識

さ
れ

始
め

て
い

ま
す

。
IR

は
「
機

関
の

政
策

立
案

、
政

策
形

成
、

意
思

決
定

を
支

援
す

る
た

め
の

情
報

を
提

供
す

る
目

的
で

、
高

等
教

育
機

関
の

内
部

で
行

わ
れ

る
調

査
研

究
」
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
教

育
改

善
に

資
す

る
デ

ー
タ

の
収

集
と

分
析

を
可

能
に

す
る

教
学

IR
を

取
り

上
げ

ま
す

。
ま

ず
、

教
学

IR
と

は
ど

の
よ

う
な

活
動

な
の

か
を

共
有

し
ま

す
。

そ
の

後
、

ワ
ー

ク
と

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

、
身

近
に

あ
る

学
内

デ
ー

タ
を

用
い

た
教

育
改

善
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。
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平
成

３
０

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

（
案

）

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
、

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

、
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

カ
テ

ゴ
リ

Ｎ
ｏ
.

H
3
0

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

業
務

改
善

2
9

新
規

ク
レ

ー
ム

対
応

実
践

（
追

加
提

案
_愛

媛
大

学
よ

り
）

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
，

P
D

C
A

，
基

本
手

順
，

期
待

値
，

初
期

対
応

，
２

次
対

応
，

組
織

対
応

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

，
C

S
(顧

客
満

足
）
，

E
S
(従

業
員

満
足

)，
苦

情
，

ク
レ

ー
マ

ー

近
年

，
大

学
に

お
い

て
も

，
様

々
な

ト
ラ

ブ
ル

が
発

生
し

，
個

人
が

ク
レ

ー
ム

情
報

を
簡

単
に

発
信

す
る

事
が

で
き

る
便

利
す

ぎ
る

世
の

中
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ク

レ
ー

ム
は

，
突

然
発

生
し

，
そ

の
た

め
思

い
通

り
の

対
応

が
で

き
な

い
も

の
で

す
。

ク
レ

ー
ム

を
最

小
限

に
と

ど
め

る
た

め
，

ク
レ

ー
ム

に
対

す
る

1
次

対
応

者
の

取
る

べ
き

基
本

的
事

項
を

学
ぶ

と
と

も
に

，
初

期
対

応
で

収
束

し
な

か
っ

た
事

案
に

対
応

す
る

た
め

，
そ

の
原

因
を

特
定

し
，

2
次

対
応

者
及

び
最

終
対

応
者

と
し

て
の

ス
キ

ル
と

姿
勢

を
学

び
ま

す
。

ま
た

，
ク

レ
ー

ム
対

応
は

，
究

極
の

コ
ミ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
位

置
づ

け
人

材
育

成
に

繋
げ

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

業
務

改
善

3
0

新
規

タ
イ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
入

門
（
追

加
提

案
_愛

媛
大

学
よ

り
）

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

，
段

取
り

，
仕

事
の

基
本

習
慣

近
年

，
大

学
事

務
職

員
の

仕
事

は
高

度
化

・
複

雑
化

し
，

複
数

の
仕

事
を

同
時

並
行

的
に

進
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
面

も
多

く
み

ら
れ

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

時
間

を
有

効
活

用
し

，
仕

事
を

効
果

的
・
効

率
的

に
進

め
る

た
め

の
技

術
に

つ
い

て
理

解
を

す
す

め
る

も
の

で
す

。
上

手
な

（
効

率
的

な
）
時

間
の

使
い

方
や

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
優

先
順

位
の

付
け

方
，

段
取

り
の

基
本

テ
ク

ニ
ッ

ク
等

を
習

得
し

、
日

常
の

仕
事

が
は

か
ど

る
基

本
習

慣
を

築
け

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

業
務

改
善

3
1

職
員

の
た

め
の

経
験

学
習

経
験

学
習

、
キ

ャ
リ

ア
発

達
、

省
察

私
た

ち
は

日
々

何
か

を
経

験
し

、
そ

れ
を

も
と

に
考

え
、

自
分

自
身

を
作

っ
て

い
ま

す
。

業
務

に
お

い
て

も
、

さ
ま

ざ
ま

な
経

験
を

重
ね

、
自

身
を

成
長

さ
せ

て
こ

ら
れ

た
で

し
ょ

う
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

こ
う

し
た

日
々

の
経

験
の

意
味

を
、

経
験

学
習

の
文

脈
か

ら
捉

え
直

し
、

ご
自

身
の

こ
れ

ま
で

の
キ

ャ
リ

ア
、

現
在

の
業

務
、

こ
れ

か
ら

の
展

望
を

考
え

る
機

会
と

な
る

よ
う

構
成

し
て

い
ま

す
。

経
験

学
習

は
ど

の
よ

う
な

考
え

方
か

ら
生

ま
れ

た
の

か
、

ど
の

よ
う

に
経

験
か

ら
学

ん
で

い
る

の
か

、
ど

の
よ

う
な

経
験

が
学

び
に

つ
な

が
る

の
か

、
経

験
か

ら
学

ぶ
た

め
に

は
ど

の
よ

う
な

力
が

必
要

な
の

か
、

経
験

か
ら

学
ぶ

こ
と

を
ど

の
よ

う
に

支
え

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
の

か
な

ど
に

つ
い

て
、

レ
ク

チ
ャ

ー
と

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
し

て
理

解
し

ま
す

。

業
務

改
善

3
2

組
織

の
力

を
引

き
出

す
観

察
力

養
成

講
座

観
察

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

組
織

の
運

営
に

、
な

ぜ
観

察
力

が
必

要
な

の
で

し
ょ

う
か

。
組

織
と

は
二

人
以

上
が

集
ま

っ
て

同
じ

目
的

を
も

っ
て

と
も

に
動

く
集

団
で

あ
り

、
組

織
を

円
滑

に
運

営
す

る
た

め
に

は
、

自
分

と
メ

ン
バ

ー
を

深
く
知

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
例

え
ば

、
職

場
で

後
輩

が
で

き
た

ら
、

役
職

に
つ

い
て

い
な

く
と

も
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
対

応
を

行
わ

な
く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
に

、
先

輩
で

あ
る

あ
な

た
に

は
後

輩
と

の
真

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
あ

な
た

は
、

日
頃

、
同

僚
や

後
輩

の
何

を
観

察
し

て
い

ま
す

か
。

相
手

の
心

身
の

状
態

を
正

確
に

把
握

し
、

適
切

な
対

応
を

す
る

た
め

に
は

、
表

面
的

な
情

報
だ

け
で

な
く
、

そ
の

奥
に

あ
る

真
の

情
報

を
つ

か
む

た
め

の
観

察
力

を
養

う
こ

と
が

必
要

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

組
織

や
集

団
の

理
念

や
目

標
の

達
成

に
寄

与
す

る
た

め
、

メ
ン

バ
ー

個
々

の
能

力
を

最
大

限
に

引
き

出
し

、
真

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
る

可
能

性
を

高
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

組
み

入
れ

な
が

ら
、

自
分

と
メ

ン
バ

ー
を

知
る

方
法

を
探

っ
て

い
き

ま
す

。

人
材

育
成

・
人

事
制

度
3
3

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
職

員
と

大
学

が
共

に
輝

く
た

め
に

～
自

己
理

解
、

メ
ン

タ
リ

ン
グ

、
業

務
整

理

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

と
は

、
職

員
自

ら
が

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
図

れ
、

組
織

と
し

て
は

こ
れ

に
よ

り
職

員
一

人
ひ

と
り

の
可

能
性

や
潜

在
能

力
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

ツ
ー

ル
の

こ
と

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
詳

し
い

定
義

や
そ

の
有

益
性

を
説

明
し

た
後

に
、

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

－
Ｓ

Ｄ
で

の
活

用
例

及
び

愛
媛

大
学

で
の

導
入

例
や

実
際

に
ス

タ
ッ

フ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
作

成
し

た
職

員
の

声
を

聞
き

、
実

践
例

を
示

し
ま

す
。

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

は
大

学
や

大
学

職
員

人
事

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
ど

の
よ

う
な

影
響

や
効

果
を

与
え

る
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

、
職

員
個

人
に

ど
の

よ
う

な
影

響
や

効
果

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

。
さ

ら
に

は
、

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

は
簡

単
に

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

し
ょ

う
か

。
作

成
す

る
場

合
に

重
要

な
こ

と
と

は
何

で
し

ょ
う

か
。

こ
の

よ
う

な
疑

問
を

一
つ

ず
つ

解
決

で
き

る
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

な
っ

て
い

ま
す

。

人
材

育
成

・
人

事
制

度
3
4

持
続

可
能

な
Ｓ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
手

法
S
D

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

Ｓ
Ｄ

と
は

事
務

系
職

員
の

能
力

開
発

活
動

で
あ

り
、

人
材

開
発

か
ら

始
ま

っ
て

、
組

織
の

活
性

化
、

組
織

の
業

績
向

上
、

最
終

的
に

は
大

学
等

の
特

性
と

し
て

地
域

の
活

性
化

と
結

び
つ

い
て

い
く
も

の
で

す
。

Ｓ
Ｄ

に
は

、
職

場
の

中
で

仕
事

に
就

き
な

が
ら

仕
事

に
即

し
て

教
育

す
る

Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
職

場
内

教
育

）
と

職
場

か
ら

一
定

期
間

離
れ

て
ま

と
ま

っ
た

教
育

を
す

る
Ｏ

Ｆ
Ｆ

-Ｊ
Ｔ

（
職

場
外

教
育

）
が

あ
り

、
意

図
的

、
計

画
的

、
持

続
的

に
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

そ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
の

た
め

の
手

法
を

学
ぶ

作
業

を
行

い
ま

す
。

人
材

育
成

・
人

事
制

度
3
5

人
事

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

の
必

要
性

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

に
加

盟
す

る
各

大
学

の
人

事
・
人

材
開

発
の

担
当

職
員

に
対

し
て

、
各

大
学

に
ふ

さ
わ

し
い

人
事

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
効

果
的

に
機

能
さ

せ
、

職
員

一
人

ひ
と

り
が

優
れ

た
人

材
に

育
っ

て
い

く
た

め
の

基
本

的
な

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

開
発

の
手

法
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

人
材

育
成

・
人

事
制

度
3
6

大
学

職
員

に
必

要
な

能
力

と
専

門
性

大
学

職
員

大
学

改
革

、
S
D

義
務

化
汎

用
的

能
力

、
専

門
性

大
学

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

や
、

大
学

改
革

の
進

展
に

伴
い

、
大

学
職

員
に

、
求

め
ら

れ
る

能
力

も
高

度
化

、
多

様
化

し
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

大
学

設
置

基
準

で
は

「
職

員
が

大
学

の
運

営
に

必
要

な
知

識
・
技

能
を

身
に

つ
け

、
能

力
・
資

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

研
修

の
機

会
を

設
け

る
こ

と
そ

の
他

必
要

な
取

り
組

み
を

行
う

こ
と

。
」
と

し
て

平
成

2
9
年

4
月

1
日

付
け

で
Ｓ

Ｄ
が

義
務

化
さ

れ
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

大
学

を
取

り
巻

く
環

境
や

大
学

改
革

を
理

解
し

、
こ

れ
か

ら
の

大
学

職
員

に
求

め
ら

れ
る

能
力

と
専

門
性

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。
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平
成

３
０

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

（
案

）

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
、

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

、
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

カ
テ

ゴ
リ

Ｎ
ｏ
.

H
3
0

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

学
生

支
援

3
7

学
生

の
自

立
を

促
す

学
生

支
援

の
実

践
と

コ
ツ

学
生

支
援

学
内

で
の

学
生

活
動

の
中

心
と

な
る

リ
ー

ダ
ー

育
成

や
学

生
同

士
に

よ
る

ピ
ア

・
サ

ポ
ー

ト
が

新
た

な
学

生
支

援
と

し
て

注
目

を
浴

び
て

い
ま

す
。

四
国

内
で

も
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

が
盛

ん
に

お
こ

な
わ

れ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
事

例
と

教
職

員
が

ど
の

よ
う

に
関

与
し

て
い

け
ば

良
い

の
か

の
コ

ツ
の

紹
介

を
複

数
大

学
の

事
例

紹
介

を
織

り
交

ぜ
な

が
ら

進
め

ま
す

。
必

要
に

応
じ

、
取

り
組

み
に

関
与

し
て

い
る

学
生

の
生

の
声

も
聞

け
る

よ
う

に
い

た
し

ま
す

。
教

職
員

だ
け

で
な

く
、

学
生

を
巻

き
込

ん
だ

総
合

的
な

研
修

と
な

っ
て

い
ま

す
。

学
生

支
援

3
8

学
生

の
主

体
性

を
促

す
学

習
支

援
学

習
支

援
、

事
例

紹
介

学
生

た
ち

の
主

体
的

な
学

び
を

促
進

す
る

た
め

に
、

私
た

ち
教

職
員

は
授

業
や

日
常

の
大

学
生

活
の

中
で

様
々

な
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。
た

と
え

ば
、

予
・
復

習
、

参
考

書
や

有
益

な
情

報
の

提
供

、
学

習
に

関
わ

る
助

言
、

あ
る

い
は

学
習

支
援

の
た

め
の

施
設

整
備

な
ど

で
す

。
こ

の
よ

う
な

支
援

で
は

、
学

生
の

現
状

や
抱

え
る

課
題

に
沿

っ
た

方
法

・
対

応
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

国
内

の
学

習
支

援
の

現
状

と
他

大
学

の
実

践
事

例
を

紹
介

し
た

後
、

所
属

大
学

の
学

習
支

援
に

関
す

る
現

状
や

課
題

を
参

加
者

間
で

共
有

し
、

実
施

可
能

な
学

習
支

援
の

方
法

に
つ

い
て

考
え

て
い

き
ま

す
。

学
生

支
援

3
9

現
代

学
生

の
理

解
と

関
わ

り
方

学
生

支
援

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
多

様
化

す
る

大
学

生
像

を
概

観
し

た
上

で
、

自
分

が
こ

れ
ま

で
に

経
験

し
て

き
た

大
学

生
の

姿
と

現
代

学
生

の
姿

の
違

い
を

理
解

す
る

こ
と

と
と

も
に

、
事

例
を

通
し

て
学

生
と

の
関

わ
り

を
検

討
し

、
教

員
と

し
て

学
生

に
関

わ
る

と
き

の
注

意
点

や
コ

ツ
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
ま

た
若

者
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
現

代
的

ト
ピ

ッ
ク

を
取

り
上

げ
、

学
生

理
解

の
一

助
と

し
ま

す
。

学
生

支
援

4
0

新
規

障
が

い
を

有
す

る
大

学
生

の
理

解
と

支
援

（
追

加
提

案
_愛

媛
大

学
よ

り
）

障
が

い
学

生
支

援
平

成
２

８
年

に
障

害
者

差
別

解
消

法
が

施
行

さ
れ

、
大

学
に

お
い

て
も

障
害

者
へ

の
不

当
な

差
別

的
取

扱
い

の
禁

止
及

び
合

理
的

配
慮

の
提

供
が

求
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

大
学

に
お

け
る

障
が

い
学

生
支

援
は

取
り

組
む

べ
き

重
要

な
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

障
が

い
学

生
の

現
状

を
概

観
し

、
大

学
で

行
う

支
援

方
法

の
例

や
、

大
学

内
外

の
連

携
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
紹

介
し

ま
す

。

学
生

支
援

-
現

代
の

労
働

市
場

を
理

解
す

る
※

担
当

者
不

在
の

場
合

，
プ

ロ
グ

ラ
ム

削
除

労
働

市
場

、
人

的
資

本
、

キ
ャ

リ
ア

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
現

代
日

本
の

労
働

市
場

状
況

に
つ

い
て

、
特

に
新

規
大

卒
労

働
市

場
の

状
況

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

お
よ

び
人

的
資

本
形

成
に

影
響

を
与

え
る

教
育

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

ま
た

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

を
通

し
て

、
労

働
市

場
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
形

成
お

よ
び

人
的

資
本

形
成

を
理

解
す

る
一

助
と

し
ま

す
。

危
機

管
理

4
1

事
例

か
ら

考
え

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
事

例
、

施
策

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
大

学
等

に
お

い
て

、
今

、
身

近
に

あ
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

説
明

す
る

と
共

に
、

な
ぜ

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
無

く
な

ら
な

い
の

か
問

題
提

起
し

ま
す

。
そ

し
て

複
雑

か
つ

多
様

化
す

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

つ
い

て
、

具
体

的
事

例
を

挙
げ

な
が

ら
、

「
ケ

ー
ス

メ
ソ

ッ
ド

」
に

よ
り

省
察

し
、

①
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
認

定
の

ポ
イ

ン
ト

、
②

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
起

き
た

場
合

の
対

処
方

法
、

③
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
「
施

策
」
を

導
き

だ
し

て
い

き
ま

す
。

危
機

管
理

4
2

大
学

教
職

員
の

た
め

の
危

機
管

理
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
例

、
施

策

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
今

や
避

け
て

は
通

れ
な

い
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

、
大

学
職

員
に

求
め

ら
れ

る
権

利
義

務
を

理
解

し
た

上
で

、
事

件
・
事

故
等

の
対

処
方

法
、

予
防

策
の

構
築

方
法

を
に

つ
い

て
学

び
、

①
大

学
等

に
お

け
る

危
機

管
理

と
は

何
か

を
理

解
し

②
事

件
･事

故
等

に
自

ら
判

断
を

行
い

、
対

処
す

る
こ

と
が

で
き

③
事

件
・
故

等
の

予
防

策
を

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

入
門

編
、

実
践

編
、

特
論

編
（
事

業
継

続
計

画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
）
に

分
け

て
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

事
例

紹
介

4
3

学
生

が
輝

く
Ｆ

Ｄ
の

実
践

事
例

F
D

実
践

事
例

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
Ｆ

Ｄ
の

意
義

・
定

義
、

歴
史

・
国

際
動

向
、

Ｆ
Ｄ

の
取

組
み

事
例

、
推

進
す

る
上

で
の

コ
ツ

を
説

明
し

ま
す

。
ま

た
国

内
外

の
優

れ
た

取
組

み
事

例
、

組
織

体
制

を
紹

介
し

ま
す

。
希

望
に

応
じ

て
所

属
機

関
の

Ｆ
Ｄ

に
関

す
る

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

や
ニ

ー
ズ

分
析

を
行

い
ま

す
。

本
格

的
な

Ｆ
Ｄ

の
取

組
み

は
こ

れ
か

ら
と

い
う

導
入

時
期

に
最

適
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。
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（回答様式）

留意事項

・実施内容の詳細については、プログラム決定後、担当講師に直接ご相談いただくこととなります。

平成３０年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム希望調査 （案）

学校名：

　ＳＰＯＤ共通事業であるＳＰＯＤ内講師派遣事業をご利用いただくにあたり、各加盟校におけるＦＤ／ＳＤ活動への基本方針を考慮した上で、講師派
遣を希望するプログラムを次ページの表からお選びください。各加盟校から回答をいただいた後、コア校で講師を調整の上、決定プログラムを連絡
します。

・各加盟校につき、１回１プログラムの実施とします。ただし、１法人に複数大学・短期大学・短期大学部が併設されている場合は1法人あたり1回とします。（高等専門学校除く）

・希望プログラムの選定については、可能な限り、FD及びSD担当者で調整の上提出してください。

（１）[経　緯]　第１希望（裏面）のプログラムを選択するに至った、貴組織の背景、状況（主催者の意図）等をお知らせください。

（２）[目的／目標]　今回の研修の目的／目標はどのようなものでしょうか？

（３）[参加者]　参加者はどのような方々（専門分野、経験、役職等）で、何名ほどの参加（全員必修か希望者のみの参加かを含む）を見込んでいますか？

　　　　例）新任教員　○名程度（原則必須参加）、中堅職員　○名程度（希望者のみ）　、全教職員　○名程度（原則必須参加）

（４）[今後の計画]　貴組織において今後どのようにＦＤ及びＳＤ活動を進めていく予定かお教えください。

（FD)

（SD）

→次ページへ続く

資料５－３

37



（回答様式）

平成３０年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム希望調査 （案）

学校名：

カテゴリ Ｎｏ. プログラム名 キーワード 形態 希望順位

コンサルテー
ション

1
SPOD課題発見コンサルテーション
※ 加盟校へ訪問してのＦＤ・ＳＤの現状と課題に関する情報交換、成功事例の紹介等、加
盟校の実態に合わせて内容、形態とも柔軟に対応します。

コンサルティング 相談の上、決定

カリキュラム
改善

2
３つのポリシー（ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシー）の開発
と一貫性構築手法

３つのポリシー、アセスメントのポ
リシー、中教審のガイドライン

講義、ミニワーク

3 学生の学びを促すシラバスの書き方
シラバス、（教授法、評価）、授業
デザイン

講義、ミニワーク

4 もっとわかりやすくするグラフィック・シラバスの作成方法　（タイトル変更）
シラバス、（教授法、評価）、授業
デザイン

講義、ミニワーク

5 発達障がいの学生にもわかりやすい授業づくり　（タイトル変更）
学生支援、修学支援、授業デザイ
ン

講義、ミニワーク

6 学生の学ぶ意欲を引き出す授業とは？ 教授法、動機づけ 講義、ミニワーク

7 受講生が楽しく集中して参加する授業の雰囲気作り 教授法、講義法、動機づけ 講義、ミニワーク

8 大人数講義を魅力的にするテクニック 教授法、講義法、双方向授業 講義、ミニワーク

9 アクティブラーニング実践（試験紙法） 教授法、アクティブ・ラーニング 講義、ミニワーク

10 新規 アクティブラーニング実践（成功のためのアイスブレイキング） 教授法、アクティブ・ラーニング 講義、ミニワーク

11 アクティブ・ラーニング入門
教授法、アクティブ・ラーニング、
双方向性授業

講義、ミニワーク

12 効果的なｅラーニングの活用方法 教授法、eラーニング 講義、ミニワーク

13 基礎から学ぶ学習評価法 学習評価、授業デザイン 講義、ミニワーク

14  授業アンケートを見直しませんか？～アンケートの効果的実施と活用方法～ 授業アンケート 講義、ミニワーク

15 ティーチング・ポートフォリオ入門　～教育実践のリフレクション～ ティーチング・ポートフォリオ 講義、ミニワーク

16 新規 高専教育スキルの共有と伝承　－私たちは，いかに学生を育むのか－
高等教育，学生指導･支援，授業
法，生活指導･クラス経営，メンタ
ルヘルス

講義、ミニワーク

17  今すぐ役立つ授業Tips　アクティブ･ラーニングのスタート 教授法、動機づけ 講義、ミニワーク

18 講義VTR簡単作成ワークショップとアクティブ・ラーニングへの活用
アクティブ・ラーニング、反転授
業、講義VTR

講義、ミニワーク

19 大学職員のための企画力養成講座 企画力、プレゼンテーション力 講義、ミニワーク

20 若手・中堅職員のための判断力・決断力養成講座 判断力・決断力、ディベート 講義、ミニワーク

21  インストラクショナル・デザイン（ID／教育設計）を活用した企画・立案マネジメント 企画立案マネジメント、現状分析 講義、ミニワーク

22  コーディネート力養成講座 合意形成、調整、ゴール設定 講義、ミニワーク

23 マインドマップ入門講座　（3時間） 思考法、（教授法） 講義、ミニワーク

24 後輩の成長を促すコーチング
コーチング、後輩指導、コミュニ
ケーション

講義、ミニワーク

25 新規 学びを促進する学習支援とアカデミック・アドバイジング
学習支援、アカデミック・アドバイ
ジング、学習成果

講義、ミニワーク

26 リーダーシップ入門 組織運営、リーダーシップ 講義、ミニワーク

27 チームビルディング 組織づくり、目標・目的の共有 講義、ミニワーク

28 教学ＩＲ入門 教学ＩＲ、学内データ、教育改善 講義、ミニワーク

29 新規 クレーム対応実践

リスクマネジメント，PDCA，基本
手順，期待値，初期対応，２次対
応，組織対応，コミュニケーショ
ン，CS(顧客満足），ES(従業員満
足)，苦情，クレーマー

講義、ミニワーク

30 新規 タイムマネジメント入門
スケジュール管理，段取り，仕事
の基本習慣

講義、ミニワーク

31 職員のための経験学習 経験学習、キャリア発達、省察 講義、ミニワーク

32 組織の力を引き出す観察力養成講座
観察力、コミュニケーション、組織
マネジメント

講義、ミニワーク

33  スタッフ・ポートフォリオ入門～職員と大学が共に輝くために～
自己理解、メンタリング、
業務整理

講義、ミニワーク

34 持続可能なＳＤプログラムの開発手法 SDプログラム開発 講義、ミニワーク

35 人事人材育成ビジョンの必要性 人材育成ビジョン 講義、ミニワーク

36 大学職員に必要な能力と専門性
大学職員、大学改革、SD義務化
汎用的能力、専門性

講義、ミニワーク

37 学生の自立を促す学生支援の実践とコツ 学生支援 講義、ミニワーク

38 学生の主体性を促す学習支援 学習支援、事例紹介 講義、ミニワーク

39 現代学生の理解と関わり方 学生支援、メンタルヘルス 講義、ミニワーク

40 新規 障がいを有する大学生の理解と支援 障がい学生支援 講義、ミニワーク

41  事例から考えるハラスメント ハラスメント事例、施策 講義、ミニワーク

42 大学教職員のための危機管理 リスクマネジメント事例、施策 講義、ミニワーク

事例紹介 43 学生が輝くＦＤの実践事例 FD実践事例 講義

（５）　No．１～４２から、講師派遣を希望するプログラムを３つ選び、希望順位（１～３の番号）を付して記載してください。
　　　原則として第１希望での派遣を実施いたしますが、多大学が同一プログラムを希望した場合は調整させていただきます。

危機管理

授業改善・
教授法

プログラム
開発

業務改善

人材育成・
人事制度

学生支援

高専向け
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平成２９年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」 

活動報告書（冊子版）構成（案） 

１．会長挨拶 → 会長 （愛媛大学 大橋学長） 

２．ＳＰＯＤ事業の概要 → ＳＰＯＤ案内チラシ 

３．平成２９年度事業計画 → ＳＰＯＤ事業計画 

４．平成２９年度全体総括  → 全体総括，実施内容／成果 

５．平成２９年度活動実績

（１）共通事業  

①ＳＰＯＤフォーラム

→ ＳＰＯＤフォーラム２０１７の概要，チラシ，受講者数，アンケート結果等

②その他共通事業

→ ＳＰＯＤ内講師派遣の概要，実施状況一覧，研修プログラム一覧，

遠隔システム配信校一覧，調査研究に関する概要，情報提供サービスの状況等 

（２）ＦＤプログラム → 実施日程，実施場所，主催，受講者数等 

新任教員，ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ，ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ，各種FDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等

（３）ＳＤプログラム → 実施日程，実施場所，主催，受講者数等 

各種SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ，ＳＰＯＤ－ＳＤＣ名簿等

（４）ＳＰＯＤ運営 → 会議開催日程，ＳＰＯＤ事業の定量的指標等 

６．平成２９年度各加盟校の取組報告 

７．平成２８年度事業評価委員会からの事業評価について → 評価，対応，要項，名簿 

８．平成３０年度事業について → 平成３０年度ＳＰＯＤ事業計画（案） 

参考資料 ・ネットワーク規約，役員名簿，ＳＰＯＤフォーラムシンポジウム講演記録（調整中） 

資料６－１
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平成２９年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」 

活動報告書（ＨＰ掲載用）構成（案） 

はじめに 

１．会長挨拶 

２．ＳＰＯＤ事業の概要 

３．平成２９年度事業計画 

４．平成２９年度全体総括 

５．平成２９年度活動実績 

（１）共通事業 

①ＳＰＯＤフォーラム

・トップリーダーセミナー（１回）→概要，ｱﾝｹｰﾄ結果 

②その他共通事業

ＳＰＯＤ内講師派遣（加盟校単位 各１回 計２２校）

→ｱﾝｹｰﾄ結果（受講者），ｱﾝｹｰﾄ結果（担当者，１月１５日〆切で依頼済） 

（２）ＦＤ事業 

①新任教員プログラムの開発，実施

・新規採用教員研修（５回） 

→基準枠組対応表，新任教員研修（５回）の実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

②教育業績記録（ティーチング・ポートフォリオ）の開発

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ（３回）

→ＴＰＷＳの実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・アカデミック・ポートフォリオ作成ワークショップ（１回）

→ＡＰＷＳの実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

資料６－２
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（３）ＳＤ事業 

   ＳＤプログラムの開発，実施 

・大学人・社会人基礎力養成プログラム(レベルⅠ～Ⅲ)→ 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・次世代リーダー養成プログラム（４回） → 実施要項 

・職員のための講師養成講座（１回） → 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

 

（４）ＳＰＯＤ運営 

   ① 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会，ＦＤ／ＳＤ分科会 

→総会及び分科会の実施要項 

   ② ネットワークコア運営協議会，ＦＤ／ＳＤ専門部会 → 議事概要 

      ③ 各県内加盟校会議 → 議事概要 

６．平成２８年度事業評価委員会からの事業評価について 

７．平成３０年度事業について 

 

※１～４，６，７は冊子版と同内容 
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平成２９年度 ＦＤ／ＳＤ活動の取組報告

学校名： 学校名を記載してください。

【平成２９年度の教育改革に関わる動向】

平成２９年度の貴学におけるＦＤ／ＳＤ活動について総括コメントを記載してください。

【ＦＤ／ＳＤの取組事例ハイライト】

平成２９年度に実施したＦＤ／ＳＤの取組事例について記載してください。

事例については，ＳＰＯＤ事業に関するものでも，貴学独自の取組でも構いません。

事例数に特に制限はありません。

【成果及び波及効果】

ＦＤ／ＳＤの取組成果及び成果に関する情報の公表（手段・媒体）について記載してください。 

【ＦＤ／ＳＤに関わる次年度の課題】

平成２９年度の取組内容を振り返り，次年度の課題や目標を記載してください。

※報告書はＡ４用紙１枚以内で作成してください。

なお，補足資料（ＳＰＯＤフォーラムポスターセッションデータを含む）がある場合は，

別途添付してください。

※写真等の添付は必要ありません。

※上記４項目について記載していただければ，内容や書き方は自由です。

======================================================================== 

※本報告書は平成２９年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」活動報告書に掲載すると

共に，同ネットワーク総会及びＦＤ／ＳＤ分科会の資料として，関係者に配付する予定です。

======================================================================== 

資料６－３
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平成２９年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会， 

１０周年記念講演会及びＦＤ／ＳＤ分科会 実施要項 (案)

主 催：四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ） 

日 時：平成３０年３月２９日（木） １３：００～１６：３０ 

場 所：（総会及び１０周年記念講演会）愛媛大学城北キャンパス 

総合情報メディアセンター１階 メディアホール 

 （ＦＤ／ＳＤ分科会）愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ内会場 

出 席 者：（総会）加盟校各大学長，短期大学長，高等専門学校長等 

（ＦＤ／ＳＤ分科会）加盟校 ＦＤ／ＳＤ担当者等 

１．総 会 

１３：００ 開会挨拶 ＳＰＯＤ会長：愛媛大学長 

１３：０５ 平成２９年度の「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業の 

実施状況について（２５分） 

１３：３０ 平成３０年度の「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業の 

運営について（３０分） 

１４：００ 質疑応答（２５分） 

１４：２５ 閉 会 

２．１０周年記念講演会 

１４：３０ １０周年記念講演（講師：未定） 

１５：００ 閉 会 

３．ＦＤ／ＳＤ分科会 ※ＦＤ分科会及びＳＤ分科会を２箇所で実施 

１５：３０ 各加盟校での取り組み状況の報告 

今後の具体的な事業の進め方について 

 意見交換 など 

１６：３０ 閉 会 

資料７
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平成２９年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」 

会計監査実施要項 

日 時：平成３０年３月２９日（木） １０：３０～１１：３０ 

場 所：愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ 

出席予定者： 監事 桐野 豊（徳島文理大学・徳島文理短期大学部学長）

監事 濵中 俊一（高知工業高等専門学校長）

対 応 者：小林企画・実施統括者（愛媛大学），ＳＰＯＤ事務局 

実施内容 ：①平成２９年度事業予算執行状況報告 

②平成２９年度事業実施状況報告

③質疑応答

※会計監査結果については，平成３０年３月２９日（木）開催のＳＰＯＤ総会

において桐野徳島文理大学・徳島文理大学短期大学部長及び濵中高知工業

高等専門学校長に報告を依頼予定。 

資料８
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SD 研修での職員によるプロジェクト実践と 

その成果物の組織への導入構想 

～SPOD-SD次世代リーダー養成ゼミナールのプロジェクト実践事例から～ 

吉田一惠，秋谷恵子，渡邉友樹，丸山智子（愛媛大学） 

はじめに 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD）では，Ｈ２２年度から職員が次世代のトップリ

ーダーとして大学等の経営を担うために必要な「知識」「技能」「態度」を段階的に学び，修得する

140 時間を超える総合研修プログラムを開講してきた。ゼミナールと称しているとおり，単に講義を

受けて終わるのではなく，参加者が主体的・自主的に学ぶ姿勢を求めており，学長推薦による少数精

鋭の職員が２年間で８回（２泊３日)の日程で切磋琢磨している。同プログラムは，「講義」「プロジ

ェクト」「ＳＤ実践・演習」の３本柱で構成されており，内「プロジェクト」は，多様化する大学等

において直面する課題に対し，自大学のミッションを踏まえ，講義や実践・演習で培った知識・スキ

ル・態度を活用し「大学の構成員を巻き込むイノベーション」を企画・立案・実施・報告するもので

ある。このプロジェクトの成果は，ゼミナールの中において確認しているところであるが，本来は，

自大学の組織において，システムとして機能することで完結するものである。 

本発表では，愛媛大学職員（５期生）のプロジェクトを事例として紹介し，その成果物「職員のた

めのスタートアップガイド」の愛媛大学への導入について，現状と課題を検証する。 

１．次世代リーダー養成ゼミナールの概要 

同ゼミナールの３本柱の内の２つ「講義」「プロジェクト」の科目構成は，次のとおりである。 

２. プロジェクト実践事例

現在，愛媛大学で導入を進めているプロジェクト「事務系職員スタートアップガイド」の実践事例

を以下に示す。 

目的は，新任職員が学ぶべき事項や先輩職員が教えるべき事項をまとめ，その活用により，自己啓

発や OJTを文化として定着させることとした。また，ガイドコンセプトは，「詳細にしすぎない」「森

を見させる」の２点とした。それは「視野を広く持ち，自らの行動の意義を考えるような職員になる

ことが大切である」と実感させるためであり，構成は①詳しくしすぎて新任者の意欲を削がない（知

的欲求を喚起）②簡単な説明に止め先輩職員が教えることを前提（OJT への誘導）にすることに拘っ

た。プロジェクト推進にあたり，プロジェクト終了後のオフィシャル化や研修等での活用を視野に入

資料９
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れ，プロジェクトリーダー（本人），ＳＤコーディネーター，人事担当職員，法規担当職員，財務担当

職員から構成する計８名のプロジェクトチームを編成した。プロジェクトリーダーが基本コンセプト

やガイド内容の原案を提示し，各メンバーからの意見を取り入れながら改良を行った。さらに，全事

務系職員を対象にしたアンケートや若手職員からの意見聴取も実施した。アンケートでは「作成する

こと」に多数の賛同を得たが，それは「無いよりは有る方がいい」と言う漠然とした感想に近く，そ

のためオフィシャル化を急ぐより，プロジェクト成果物としての「ガイド」を先ず皆に形として示し，

現場で本当に必要なものと判断され,その現場からオフィシャル化の動きが出てくることを期待した。 

３．「事務系職員スタートアップガイド」の愛媛大学への導入について 

愛媛大学では現在までに９人の同ゼミナール修了生を輩出し，各人がプロジェクトを企画・実施し

てきた。各プロジェクトは，研修で完結するものと，組織へ組み込めそうなものまで様々である。こ

れまでに，「職員向け研修の効果検証」1)，「内部監査協力者向け学習会」2)などが学内に導入され，実

績を上げている。この２つのプロジェクトは，特定の部署の裁量によって比較的複雑なプロセスを経

ることなく導入が実現したものである。一方，現在導入を検討している上記プロジェクトは，特定の

部署に限らず全学での活用を見込んでいるため，全学的な合意形成が必要である。そのプロセスには

学内のあらゆる部署のステークホルダーを巻き込むことが肝要であり，時間も，工夫も必要である。 

人事課では，プロジェクト成果を全学導入するための工夫として，研修修了後も導入に向けた取組

を修了生が続けられるようなフォローアップ体制を構築することを検討しており，同「ガイド」は，

フォローアップ体制構築の試行的な取組として位置付けている。 

また，全学的な合意形成をスムーズに行うためのプロセスは次のとおりとした。①研修担当部署で

ある人事課が組織としてプロジェクトの成果物を受け取る。②組織への導入の可否及び導入の時期を

検討。③導入可能成果物について，特定の部署で導入するものは，人事課から当該部署へ導入要請。 全

学的に導入するものは，人事課から関連部署（複数の場合もある。）へ導入を要請するとともに，連携

して全学的導入を図っていく。 

現在，上記プロセスに従い，同「ガイド」は，人事課が大学への導入が可能と判断し，次年度から

の全学導入を目指し，各部課長を巻き込み，全事務職員からブラッシュアップのための意見を収集し

ている最中である。 

４．今後の課題について 

研修成果物を組織へ導入するためのには，成果物そのものの質は勿論のこと，同ゼミナールへ職員

を派遣している各組織の受け入れ体制を整えることが肝心であり，ゼミナールの運営側からも愛媛大

学人事課の例を参考に，各研修担当部署へ組織的な協力依頼を継続的に実施することが必要である。 

また，同プロジェクトが自大学等組織を動かすイノベーションとなるために a.プロジェクト案の学

内での先行事例（実現の有無，原因も含め）の調査 b.企画の段階からプロジェクトの対象範囲（全学，

部，課）を明確にすること。c.段階的に範囲を拡大する場合には，大凡のスケジュールの検討を行う

こと、等の観点から導いていくことも改めて必要なことだと実感している。「教職協働」が明文化され，

教職員が従来の枠組みを超え対等な立場で連携・協力し「大学運営に参画すること」を求められてい

る今，同ゼミナールは重要な役割を担っていると考える。 

注 1) 2) 次世代ﾘｰﾀﾞｰ養成 ｾﾞﾐﾅｰﾙ修了 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実践 ｼﾞｬｰﾅﾙ,第 4号,2015。参照 URL:

https://www.spod.ehime-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2015/04/★HP用【完成版】次世代リーダー養成ゼミナール-2015.pdf 
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ａ．ワークショップの目的や内容についてある程度

知った上で参加した 

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
未回答

全学ＦＤ推進プログラム「授業設計ワークショップ」

参加者数とアンケート結果について

（平成２７年度～平成２９年度）

総合教育センター教育改革推進部門

特任研究員 上岡 麻衣子

１．調査の目的 

 平成１５年度から実施された新任教員研修も今回で、１４回目となった。今年度は、反転

授業形式でレクチャーを事前に学習しておくことで１日目の開始時間を繰り下げ、ワーク中

心の研修を行った。参加者は、ＳＰＯＤ（四国地区大学教職員能力開発ネットワーク）加盟

校からの２名を含めて、１５名となった。今年度と過去２年間の新任教員研修の参加人数と

アンケート結果を振り返り、プログラムの改善に繋げる。

２．過去３年間の開催日と参加者数 

平成２７年度 ６月２０日（土）～６月２１日（日） 

４３名（徳島大学３７名、ＳＰＯＤ加盟校６名） 

平成２８年度 ６月１８日（土）～６月１９日(日) 

１５名（徳島大学１４名、ＳＰＯＤ加盟校１名） 

平成２９年度 ６月１７日（土）～６月１８日（日） 

１５名（徳島大学１３名、ＳＰＯＤ加盟校２名） 

３．過去３年間のアンケート結果から 

回収率 

９５％ 

１００％ 

回答者数 

平成２７年度 ４１名 

平成２８年度 １５名

平成２９年度 １５名 １００％ 

（１）参加への経緯について

 「ａ．ワークショップの目的や内容について 

ある程度知った上で参加した」について、 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と 

回答した参加者が、年々増加していることから、 

授業設計ワークショップが、学内で周知されて 

きていることが推察できる。 

資料１０－１
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17 

47 

40 

32 

40 

34 

32 

13 

13 

12 

13 

7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｂ．自分自身で能力開発の必要性を感じて参加

した 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらか といえばそう思わない そう思わない

未回答

10　 

13　　　　　 

13 　　

22 

33 

33 

37 

47 

47 

24 

7 

7 

7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｃ．ワークショップの内容をすぐに活用しなけ

ればならない状況で参加した 

どちらかといえばそう思うそう思う

どちらかといえばそう思わない

未回答

そう思わない

 

 

（２）プログラムについて 

「ｃ．ワークショップはわかりやすい順序ですすめられた」、「ｄ．ワークショップ

の時間は目的を達成するために丁度よい長さだった」について、「そう思う」「どちら

かといえばそう思う」と回答した参加者が１００％に達していることから、授業設計

ワークショップは、わかりやすい順序で進められ、目的を達成するために丁度よい長

さだったことが窺える。また、「ｇ．反転授業用の講義ビデオ教材の内容は適当だった」、

「ｈ．反転授業用の講義ビデオ教材の時間（長さ）は適当だった」について、「そう思

う」「どちらかといえばそう思う」と回答した参加者が８０％以上に達していることか

ら、ビデオ教材の内容や時間は適切だったことが窺える。 

 

 

 

64 

73 

73 

24 

14 

20 

7

7 

 5

13 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ａ．ワークショップの目的は明確に設定され

ていた 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答

59 

73 

66 

29 

14 

27 

7

13 

7 

 5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｂ．ワークショップは自分の業務に生かせる内容

だった 

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
未回答

49 

60 

80 

32 

33 

20 

15 

7 

5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｃ．ワークショップはわかりやすい順序ですす

められた 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答

22 

57 

47 

43 

36 

53 

15 15 
7 
5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｄ．ワークショップの時間は目的を達成するた

めに丁度よい長さだった 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答

58



 

 

 

 

（３）講師について 

 今年度の、「ａ．講師の言動は学習意欲を高めた」で、「そう思う」と回答した参加

者が、平成２８年度と比較すると２０ポイント増加している。「どちらかといえばそう

思う」を併せれば、１００％であることから、参加者にとって、講師の言動は、学習

意欲を高めるのに有益であったことが窺える。また、今年度は、ワーク中心に研修を

行ったことも、参加者の学習意欲を高めることにつながったのかもしれない。 

 

 

 

 
 
 

36 

53 

34 

32 

40 

40 

12 

7 

13 

15 

13 

5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｅ．ワークショップの実施時期は適当だった 

そう思う どちらかといえばそう思う
 どちらかといえばそう思わない そう思わない　

44 

73 

93 

46 

14 

7 

13 

5　5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｆ．参加者の人数は適当だった 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答

73 20 7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

ｇ．反転授業用の講義ビデオの内容は適当だっ

た 

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
未回答

33 47 20 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

ｈ．反転授業用の講義ビデオ教材の時間（長

さ）は適当だった 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答

39 

67 

87 

41 

20 

13 

13 

12  2 5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ａ．講師の言動は学習意欲を高めた 

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
未回答

46 

80 

74 

41 

7 

13 

7

13 

13 

 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｂ．講師はワークショップに必要な知識を十分

に持っていた 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

46 

74 

80 

27 

13 

20 

22 

13 

5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｃ．講師の用意した教材はわかりやすかった 

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
未回答

未回答

未回答
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（４）会場・スタッフについて 

今年度は、「ａ．会場は快適な環境だった」「ｂ．十分な設備が整っていた」「ｃ．ス

タッフは手際よく運営していた」の項目において、参加者全員が、「そう思う」「どち

らかといえばそう思う」と回答した。今年度は、蔵本地区参加の教員が多数を占めた

ので、会場を蔵本地区に変更したことも評価の高さにつながったのかもしれない。来

年度も、参加者の所属を考慮し、会場を決めたい。 

 

 

 

（５）プログラムの成果について 

 今年度の、「ａ．反転授業を実施する際の留意点に気付くことができた」で、「そう

思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した参加者が、９４％に達していることか

ら、参加者自身が反転授業を体験することで反転授業の特徴（メリット・デメリット）

が理解できたことが窺える。 

 

 

73 

100 

87 

20 

13 

2 5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ａ．ワークショップ会場は快適な環境だった 

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
未回答

76 

100 

87

17 

13 

2 5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｂ．ワークショップ会場には十分な設備が

整っていた 

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
未回答

34 

67 

47 

49 

20 

47 

12

6 

13 

 5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｂ．自分に必要な知識やスキルを身につける

ことができた 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答

67 27 6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

ａ．反転授業形式を体験することで、反転授業を

実施する際の留意点に気付くことができた 

そう思う

どちらかといえばそう思わない

未回答

どちらかといえばそう思う

そう思わない

66 

100 

87 

22 

13 

7     5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｃ．スタッフは手際よくワークショップを運営し

ていた 

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答
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（６）授業設計ワークショップ全体について 

今年度の、「ａ．ワークショップは全体的に満足できるものだった」で、「そう思う」

「どちらかといえばそう思う」と回答した参加者が、１００％に達し、今までで一番

高い評価になっている。また、「ｅ．反転授業形式での実施について」で、「反転授業

形式で実施した方がよいと思う」と回答した参加者が、９３％であったことからも、

反転授業形式は、参加者に好評だったことが窺える。来年度も、反転授業形式での実

施を検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

51 

67 

60 

41 

33 

40 

2 5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｃ．受講したことによって教育への取り組み方が

改善されると思う 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答

37 

73 

67 

41 

20 

27 

12

7 

6 

 5  5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｄ．新たに人的なつながりをつくることができ

た 

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
未回答

29 

60 

47 

51 

27 

47 

15 

6 
13 

5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｂ．ワークショップは期待を上回る内容だった 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答

49 

67 

60 

32 

33 

40 

12        2 5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ｄ．今後も、この研修を継続していくべきだと思

う 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答

67 

60 

33 

33 7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28

H29

ｃ．授業設計ワークショップの目標を達成するよ

うに努力した 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

未回答

46 

60

73 

34 

27 

27 

15 

13 

5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

ａ．ワークショップは全体的に満足できるもの

だった 

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
未回答

61



 

（７）平成２９年度「授業設計ワークショップ」自由記述について 

「現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか」につい

て、「ゆっくり話をするスキル」「話術（円滑さ）」「学生をひきつける対話力」「学生

に興味をもたせる講義」など、参加者が、授業を進める上で、対話力・会話力が必

要だと感じていることが窺える。また、「授業設計ワークショップ」に参加して良か 

ったと思われる点を、具体的にお書きください」については、昨年度と同様、模擬

授業が大変役にたったという意見が多かった。また、「授業についてあまり積極的

に考えていない部分もこれまであったが、自分の中にある指導に関する考え方を整

理しなければならないと感じるきかっけとなった」など、研修を受けて、自身の授

業方法への気づきが生まれていることが窺える。「このプログラムをよりよいもの

にするために改善すべき点があれば、具体的にお書きください」について、「成績

評価に関するビデオに重複があった」「ビデオ教材は一方向なので、もう少し内容

を絞ってほしい」「反転学習の内容をサマライズした資料を用意してほしい」など、

来年度に向けてビデオ教材の時間の短縮や資料の準備など検討していきたい。 

93 7 

0 20 40 60 80 100

ｅ．反転授業形式での実施について 

双方向的な講義のスキル

現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。

学生との関わり方、効率的な指導方法

講義のビデオ録画、編集技術

学生の評価法の工夫

ゆっくり話をするスキル

シラバス作成のスキル
評価法の多様化

反転授業形式の実施がよいと思う<今年度と同様の形式>

反転授業形式の実施はしない方がよいと思う(レクチャーを事前に学習しておくことは設定せず、例年通り1日目の

午前中から研修を開始する。)
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発問、ふり返り、activeラーニングの取り込み

病タイ

学生に興味をもたせる講義

時間内に講義内容を効率よく伝えられる技術

現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。

話術(円滑さ)

学生をひきつける対話力

教育法

適切な教材・資料作りのスキル
TPの作成方法

他の先生方の実践されている講義を聞くことができた

他の先生方の講義方法が参考になった

様々な分野の教員の話を聞けたこと。

シラバス作成法
アクティブラーニングへの理解が深まった。

参加する前には気づかなかった自分の課題が明確になった。

「授業設計ワークショップ」に参加して良かったと思われる点を、具体的にお書きください。

”授業”についてあまり積極的に考えていない部分もこれまであったが、自分の中にある指導に際する”考え方”を整理
しなければならないと感じるきっかけとなった。
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「授業設計ワークショップ」に参加して良かったと思われる点を、具体的にお書きください。

改善点を指摘していただいた。アクティブラーニングの重要性が分かった。

他の先生方の授業の工夫がわかったこと。

モチュベーションを上げることができ、いろいろな先生方と情報交換できてよかった。

反転授業やアクティブラーニングなど、概念でしか知らなかったことが、今回具体例を通して理解でき、自分の授業
への取り入れのハードルが下がりました。

生のコメントを得ることができる。

他の先生の講義を聴いて自分の講義と比較できたこと。

他分野の教員との交流

アクティブラーニングについて気づきが得られた所

反転授業は自分自身がやってみて、メリット、デメリットに気がついた。今後も反転授業は行ったら良いと思う。

ポイントを着実に効率よく伝える工夫

模擬授業、シラバスはある程度経験してから受ける方が良いむしろ、アクティブラーニングの成功例、失敗例を示し
てもらって議論する方が良かった

プログラム、進行ともに前倒しですすめられてすばらしかった
各セッションの時間も適切だったと思う。

ビデオ教材は一方向なので、もう少し内容を絞っていただけるとありがたいと思います。

このプログラムをよりよいものにするために改善すべき点(ビデオ教材も含む)があれば、具体的にお書きください。

アクティブラーニングの授業風景などの実例を見てみたいです

ビデオはもう少し短い方が記憶に残ると思います

「成績評価」のビデオは印象がうすく何か学んだ気がしない

成績評価に関するビデオに重複があった。

反転学習の内容をサマライズした資料を用意しておいてほしい
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コーディネーターの先生を含め、大変お世話になりました。有意義なワークショップでした。

スタッフの方とのディスカッションの時間をもう少し長くとっていただきたいです。
質問応答　コンサルタント等

その他、お気づきの点があればご記入ください。

「研修」としての参加？

授業参観は、ある程度こなして、自分で省察終わってから(2~3年目)が良いように思う

部屋の振動(エアコン？)が気になった(ずっと低周波の振動を感じていた)

4月早々の実施を希望します。
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第２８回授業デザインワークショップ事後アンケート結果

実施日 ：平成29年7月1日（土）～7月2日（日） 所属先 ：4年制大学7名 設置形態別：国立7名
実施会場 ：いまばり湯ノ浦ハイツ 　短期大学1名 　公立1名
参加者数 ：10名 　私立2名
アンケート回答者数：8名（回収率80.0％）

【設問1】本ワークショップの参加の経緯についてお答え下さい

【1-1】ワークショップへの参加動機は何ですか＜複数選択可＞

回答数 割合

3 37.5%
0 0.0%
0 0.0%
1 12.5%
3 37.5%
1 12.5%

1-1で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

アクティブラーニングを学びたかった。

【1-2】 ワークショップの目的や内容について、ある程度知った上で参加した

回答数 割合

1 12.5%
5 62.5%
2 25.0%
0 0.0%
8 100.0%

【設問2】本ワークショップの内容についてお答え下さい

【2-1】 ワークショップの目的は、明確に設定されていた

回答数 割合

7 87.5%
1 12.5%
0 0.0%
0 0.0%
8 100.0%

【2-2】 ワークショップは、自分の業務(教育実践)に生かせる内容であった

回答数 割合

7 87.5%
1 12.5%
0 0.0%
0 0.0%
8 100.0%

【2-3】 ワークショップは、わかりやすい順序ですすめられていた

回答数 割合

6 75.0%
2 25.0%
0 0.0%
0 0.0%
8 100.0%

【2-4】 ワークショップでよかった点は以下のうちどれですか＜複数選択可＞

回答数

1
2
5
6
4
4
3
3
0
5

１１．その他 0

 【2-5】 2-4で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

５．複数の授業方法について知ることができた

６．成績評価について理解が深まった

７．クラス設計（90分の授業計画）について理解が深まった

８．自らが開発した授業の良い点・改善点を知ることができた

９．ワークショップの手法を知ることができた

１０．他学部等の教員と知り合いになれた

４．シラバスの書き方についての理解が深まった

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

１．アイスブレイクの手法を知ることができた

２．「何が学生の学びを促進するのか？」について考える機会を得た

３．コース設計(1科目の授業計画）について理解が深まった

３．どちらかといえばそう思う

４．そうである

３．どちらかといえばそうである

２．どちらかといえばそうではない

１．そうではない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

６．その他

１．実施要項を見て内容に興味をもったため

２．所属部署からの依頼があったため

３．他大学・他部署の人と交流したいため

４．新任研修に参加して興味をもったため

５．テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから
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1 １．実施要項を見て内容に興味をもったため

２．所属部署からの依頼があったため

３．他大学・他部署の人と交流したいため

４．新任研修に参加して興味をもったため

５．テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから

６．その他（人）

12.5%

62.5%

25.0% ４．そうである

３．どちらかといえばそうである

２．どちらかといえばそうではない

１．そうではない

87.5%

12.5%
４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

87.5%

12.5%
４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

75.0%

25.0%

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

資料１０－２
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【設問3】本ワークショップに参加しての成果についてお答え下さい

【3-1】 ワークショップで設定した目標のうち、達成されたのはどれですか＜複数選択可＞

回答数

5

2

6

2

3

【3-2】 ワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などをお書き下さい（200字～400字程度）

→別添資料参照

【設問4】 本ワークショップの研修環境についてお答え下さい

【4-1】 講師の言動は学習意欲を高めた
回答数 割合

6 75.0%
2 25.0%
0 0.0%
0 0.0%
8 100.0%

【4-2】 事務局は手際よくワークショップを運営していた

回答数 割合

5 62.5%
3 37.5%
0 0.0%
0 0.0%
8 100.0%

【4-3】 ワークショップ会場は快適な環境であった

回答数 割合

5 62.5%
2 25.0%
1 12.5%
0 0.0%
8 100.0%

【設問5】 本ワークショップは全体を通して満足できるものであった

回答数 割合

7 87.5%
1 12.5%
0 0.0%
0 0.0%
8 100.0%

【設問6】　本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい

→別添資料参照

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

４．そう思う

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

合計

１．学生の学習を促すシラバスを書くことができるようになった

２．さまざまな授業方法の特徴を理解し，学習目標に適した
　　授業方法を選択できるようになった

３．教育評価の原理と種類を理解し，学習目標に適した評価方法を
　　選択できるようになった

４．アクティブラーニングを取り入れた90分の授業の計画を
　　作成できるようになった

５．作成した授業計画案にもとづいて模擬授業を
　　実践できるようになった
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75.0%

25.0%

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

62.5%

37.5%

４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

62.5%
25.0%

12.5%
４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない

87.5%

12.5%
４．そう思う

３．どちらかといえばそう思う

２．どちらかといえばそう思わない

１．そう思わない
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【3-2】 今回のワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などをお書き下さい

1 アクティブ・ラーニングの導入と、評価方法を決めた上での講義設計。

2
実際にグループワークを進める難しさを感じたが，それ以上に他人の意見が参考になることを知った。
そのような点も含めて，学生にグループワークの意義を伝えたい．

3
講義の目的、内容や受講者に合わせて適切な授業法を選択し、講義を行うことを学びました。
実際の講義で授業法を実用し、実施効果により調整を行い、使い方に対する理解を深まるようにしたいです。

4 様々なアクティブラーニングの方法を実践していこうと思います。小道具の使い方はすぐに活用できます。

5 実際に授業をしてみたくなりました。また自分の授業に対する固定観念の一部に気が付くことができました。

6
よりよいものをつくっていくためには、自分の視点だけでなく複数の視点・考え方が効果的だとわかった。
答えが見えないように思えても、意見交換する中で開けてくる。生徒たちにも実感させたい。

7 コース設計とクラス設定で必要なことを学んだ。目標と評価方法を一致させるようにしたい。

8
目的ー目標ー授業ー評価が流れるようにしようと思います。
授業の最初に今日の予定、終わりに今日のまとめをしたいと思う。
学生がただ聞いているのでなく質問をして学生にかんがえさせるようにしたい。
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【設問6】　本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい

1 贅沢ですが、一人一部屋で割り振って頂けると、良かったと思います。

2
宿泊はシングルでお願いします。リラックスする時間と十分な睡眠は大切だと思います。
いびきで寝れませんでした。
二日目の午後になってもいいので、初日の夕食後は学習はなしにしてください。

3 30分の講義そのものが大変聞きやすく、参考になりました。大変有意義でした。ありがとうございました。

4
手元に配っていただいていたテキスト「大学教員のための授業方法とデザイン」を、もう少し紹介していただき、
見る時間があればよかったです。
大変お世話になり、ありがとうございました。

5
大変お世話になりました。参加してよかったと思います。教授の先生の授業を1コマいただいて授業をするので、
今回学んだ方法でクラス準備を行いたいと思います。

6 学生に授業内容を覚えるだけでなく、いろいろと考え、体を動かす授業がしたい。
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第２９回授業デザインワークショップ事後アンケート結果

実施日 ：平成29年8月30日（水）～9月1日（金） 所属先 ：4年制大学18名 設置形態別：国立13名
実施会場 ：愛媛大学城北キャンパス 　短期大学2名 　私立7名
参加者数 ：21名 　専門学校1名 　 国立高等専門学校1名

アンケート回答者数：19名（回収率90.5％）

【設問1】本ワークショップの参加の経緯についてお答え下さい

【1-1】ワークショップへの参加動機は何ですか＜複数選択可＞

回答数 割合

8 50.0%
3 18.8%
0 0.0%
1 6.3%
7 43.8%
0 0.0%

1-1で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

【1-2】 ワークショップの目的や内容について、ある程度知った上で参加した

回答数 割合

8 42.1%
11 57.9%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【設問2】本ワークショップの内容についてお答え下さい

【2-1】 ワークショップの目的は、明確に設定されていた

回答数 割合

14 73.7%
5 26.3%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【2-2】 ワークショップは、自分の業務(教育実践)に生かせる内容であった

回答数 割合

14 73.7%
4 21.1%
1 5.3%
0 0.0%

19 100.0%

【2-3】 ワークショップは、わかりやすい順序ですすめられていた

回答数 割合

13 68.4%
6 31.6%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【2-4】 ワークショップでよかった点は以下のうちどれですか＜複数選択可＞

回答数

6

9

13
16
10
8

７．授業のための話し方について理解が深まった 10
8
9
7

10
１２．その他 0

 【2-5】 2-4で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

６．その他

１．実施要項を見て内容に興味をもったため

２．所属部署からの依頼があったため

３．他大学・他部署の人と交流したいため

４．新任研修に参加して興味をもったため

５．テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから

２．どちらかといえばそう思う

１．そうである

２．どちらかといえばそうである

３．どちらかといえばそうではない

４．そうではない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

４．シラバスの書き方についての理解が深まった

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．アイスブレイクの手法を知ることができた

２．「何が学生の学びを促進するのか？」について考える
　　機会を得た

３．コース設計(1科目の授業計画）について理解が深まった

５．複数の授業方法について知ることができた

６．成績評価について理解が深まった

８．クラス設計（90分の授業計画）について理解が深まった

９．自らが開発した授業の良い点・改善点を知ることができた

１０．ワークショップの手法を知ることができた

１１．他学部等の教員と知り合いになれた
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１．実施要項を見て内容に興味をもったため 

２．所属部署からの依頼があったため 

３．他大学・他部署の人と交流したいため 

４．新任研修に参加して興味をもったため 

５．テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから

６．その他 （人）

42.1% 

57.9% 

１．そうである

２．どちらかといえばそうである

３．どちらかといえばそうではない

４．そうではない

73.7% 

26.3% 

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

73.7% 

21.1% 

5.3% 
１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

68.4% 

31.6% 

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない 

４．そう思わない 
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【設問3】本ワークショップに参加しての成果についてお答え下さい

【3-1】 ワークショップで設定した目標のうち、達成されたのはどれですか＜複数選択可＞

回答数

13

11

6

13

10

【3-2】 ワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などをお書き下さい（200字～400字程度）

→別添資料参照

【設問4】 本ワークショップの研修環境についてお答え下さい

【4-1】 講師の言動は学習意欲を高めた
回答数 割合

16 84.2%
3 15.8%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【4-2】 事務局は手際よくワークショップを運営していた

回答数 割合

17 89.5%
2 10.5%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【4-3】 ワークショップ会場は快適な環境であった

回答数 割合

17 89.5%
2 10.5%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【設問5】 本ワークショップは全体を通して満足できるものであった

回答数 割合

13 68.4%
6 31.6%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【設問6】　本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい

→別添資料参照

１．学生の学習を促すシラバスを書くことができるようになった

２．さまざまな授業方法の特徴を理解し，学習目的に適した
　　授業方法を選択できるようになった

３．教育評価の原理と種類を理解し，学習目標に適した
    評価方法を選択できるようになった

４．アクティブラーニングを取り入れた９０分の授業の計画を
　　作成できるようになった

５．作成した授業計画案にもとづいて模擬授業を実践できるように
　　なった

１．そう思う

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

84.2% 

15.8% 
１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない 

４．そう思わない 

89.5% 

10.5% １．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない 

４．そう思わない 

89.5% 

10.5% 
１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない 

４．そう思わない 

68.4% 

31.6% 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない 

４．そう思わない 
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【設問３】　ワークショップであなたが学んだ点，それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などをお書きください。

1 ALを取り入れた演習科目

2 自身の経験が浅いため，講義の時間配分があまりわかっていなかったが，他の受講者とディスカッションすることで配分がだんだん理解できて来た

3
ワークショップでさまざな授業方法等について学ぶことができました。引き続き、さまざまな授業方法について理解を深め、学生に応じた授業方法等の選択が適切にできるように
努力していきたいと考えます。

4 シラバスの書き方を少し工夫することだけでも，学生の授業への取り組み方を改善できる（可能性がある）ことなどは参考になりました．

5

シンクペアなど、多人数の講義で使うことができる授業方法。
シラバスの記入や授業遂行にあたっての「動機付け」の明示化。
目的と目標の階層的構造化。など。

6 積極的な発問やアイスブレイク

7 90分の授業にアクティブラーニングを適宜盛り込む方法を学んだ。ぜひ実践したい。

8 模擬授業を経験し、自分では気づかなかった点（話すスピードや敬語の使い方など）についてアドバイスをいただけたので、その点をぜひ改善したいと思います。

9 模擬授業で必要なことをもっと繰り返すようにん指摘して頂いたので実践したい

10 アクティブラーニングを取り入れた授業

11 シラバスの書き方、特に理解が不十分であった、講義の目的と目標の設定についての理解が深まったことが非常に有意義な学びとなった。

12
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講師陣の興味をそらさない授業運びは理論と実践が合体しており、さすがだと感じました。授業の模範とします。ここで学んだ知識をもとに、良質のシラバスと授業計
画書を作成し、模擬授業でいただいたコメントを理解し、実際の授業では改善されるようにします。授業を受ける側の視点を常に忘れないようにします。

13
アクティブラーニングの手法を積極的に講義に取り入れたいと思いました。また、「科目設計」の手法を学ばせていただいたことから、今後はこれを発展させて、コースや講座全
体の教育プログラム設計にも意識を向けてみたいと思います。

14 発問の必要性を強く感じ、担当授業でも実践しようと考えています

15 様々な授業方法について知ることができたので、今後の授業で生かしていきたいと思う。

16 シラバスの初期計画が今後の授業構成に影響をすることを学んだ。今後は授業の目的と目標をわかりやすく書き、授業構成がつながっていくようにしていきたいと思った。

17 アクティブラーニングの様々な方法を学ぶことができました。授業計画も見直したいと思います。

18 ｢発問｣については，とても参考になるキーワードで，どの講義でも実践できる他，講演，高校訪問などでも使えるので，早速実践しています．

19
シラバスや授業設計の考え方、及び手法を学んだので、学生が学びやすいコースや授業の流れを作成していきたい。また、ALの様々な方法を学ぶことができたので、教授する
内容によって最適な手法を選択・実施し、学生が意欲や興味を持って学習できるようにしたい。
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【設問6】　本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい

1

講師の方々は非常に話がうまく，話し方の参考にもなった．発声に関して講義があった点も面白かった．また，他学部の教員の方々と広く知り合えたことも非常
によかった．
ミニ講義のいくつかは愛媛大のPDプログラムと内容が重複している箇所が多かった．どちらかに統一するか，e-ラーニングで基礎は受講していることを前提に
して研修期間を短くしてもよいのではと感じた．
2日目のクラス設計では長方形の面積を教えるワークを3回もやらされる意図が全くわからず，受講者の間でもかなり困惑していた．今回の研修では学生の視
点があまりなかったので，代わりにその点を入れてほしかった．(例えば，論述試験だとよいがレポートだと学生間でやり取りをしてしまうなど，課題・試験の出し
方の話)

2

講習とグループワークを交互にはさんで構成していただいたのは集中力も保ててよかったです．
ただスケジュールがタイトだったのであまり休憩する暇がなかったのと，グループワークの準備時間が足りずに自宅で調べ物をしたりしてなんとか間に合わせ
たという感じだったので，できれば（全体の日数や時間数は増やさない方向で）もう少し余裕をもって取り組めるようにしていただければ幸いです．

あと最後に質問の機会を逃したので聞けなかった点なのですが，「グループワークを取り入れて実際に効果があったかどうか」を客観的に判断するような方法
はあるのでしょうか．もちろん教育学の学問分野の中ではいろいろな検証が行われているのだと思いますが，自分の授業の中で効果が出たかどうかを測れる
指標のようなものがあればいいなと思いました．他の参加者からも同様の意見が出ていたので可能であればこのあたりのことも講習で触れていただければと
思います．

3 構成上仕方ないことだとは思いますが、三日間固定したグループだったので、もっとグループ外の人とも親交を深めたかったと思いました。

4 ミニ講義の時間をもう少し短縮して、ワークの時間を増やして欲しかったです。

5

模擬授業の実践・グループワークのテーマ設定について、受講者自身が所属部局でこれから担当する講義をテーマに設定して行うのはどうでしょうか。仮想の
クラス・仮想のテーマで行うことのメリットは、自由な発想で考えることや、異なるバックグランドの参加者同士でグループワークをすることには都合が良かった
思います。一方で、教員がそれぞれどのようなテーマを専攻しており、学問間でどのような講義の特徴や形態があるのかを比較して、考える機会がなかったと
思いました。このほかにも、例えば、シラバスの書き方のパートで、担当が予定されている講義科目のシラバスを実際に持ち寄って議論するという方法等も検
討していただきたいと思います。

6
講師陣のソフトな語り口で、印象的かつ有効な講義を体感し大変参考になりました。
また、実際に自分が模擬授業をさせてもらい、その貴重な体験が現在も自分の中に存在しています。後は、ここで学んだことを活かし、学生に良質の授業を提
供することだと考えております。　ありがとうございました。

7

シラバス設計、講義設計の基本を学び、実践する場を経験することができ、大変有意義な3日間でした。ありがとうございました。関係者の皆様に御礼を申し上
げます。模擬授業の場もありがたかったです。
【グループワークについて】グループで課題に取り組む時間が長かったため、スタッフのどなたかが、グループの様子を見に来てもらいたかったです。課題の質
問やグループで議論に行き詰まったときに、助けを求めたいこともありました。また、グループの中での役割分担（進行役、記録役）や、グループワークをすると
きのルール（一方的な進行、メンバーの発言を全否定する、差別的な発言等の「禁止事項」）も事前に共有しておいたほうが、スムーズだったと思います。
【教育方法の評価】今回のワークショップでは、「学生の評価」について話題はありましたが、「学生が教員の授業を評価する視点」も、ワークショップの最後に
少し取り入れると良いのではないか？と思いました。教員も、自分が設計した講義内容が、学習意欲の向上に効果的な設計になっているか？をチェックする、
つまりPDCAサイクルを回すことで、改善していくループが必要と思うからです。
【その他】同じグループの参加者から「大学では必ずしも社会の役に立つ学生を育てる必要はない」という発言がありました。愛媛大学の教員のかたでしたが、
愛媛大学ではそのような共通認識がありますか？「必要はない」というより「そこまで大学教員は責任を持たない」の意味でしょうか。現在私は社会人対象の講
座を受け持っているのですが、今後学部生を受け持つ可能性もあります。上記の考え方で学生に接してもいいのか？疑問を持ちましたので、ご教示いただけ
ますとありがたいです。

8
大変、有意義な時間でした。
ありがとうございました。

9 とても有意義な研修となりました。ありがとうございました。

10 シラバスと授業計画案の作成にもう少し、時間があれば最もよかったと感じた。

11
模擬授業のテーマについては，できれば実際にありそうなテーマにしていただいた方が考えやすかったです．私は恋愛学だったので本テーマで
の授業のイメージがなかなかできず辛かったです．

12
とても楽しい学習時間でした。シラバス作成の題材が普段の教授内容と全く関係のないようなものであったのも、逆にグループ内が一丸となっ
て取り組むきっかけとなって良かったと思いました。
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SPOD研修アンケート集計結果

研修名　　：学生の学びを支援するための授業準備ワークショップ(新任教員FDワークショップ）
実施日　　：平成29年8月29日（火）～30日（水）
実施会場 ：高知大学朝倉キャンパス 共通教育棟３号館１階３１０教室
参加者数 ：14名
アンケート回答者数：12名

1-(1) 所属先
度数 割合

①４年制大学 11 91.7
②短期大学 0 0.0
③高等専門学校 0 0.0
④その他 1 8.3

12 100.0

1-(2) 所属先の設置者
度数 割合

①国（国立大学法人） 10 83.3
②地方自治体（公立大学法人を含む 1 8.3
③学校法人 1 8.3
④その他 0 0.0

12 100.0

1-(3) 職種
度数 割合

①教員 12 100.0
②職員 0 0.0
③学生 0 0.0
④その他 0 0.0

12 100.0

2-1

度数 割合

④そう思う 5 41.7
③どちらかといえばそう思う 7 58.3
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

3-1
度数 割合

④そう思う 10 83.3
③どちらかといえばそう思う 2 16.7
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

3-2 研修は自分の業務（教育実践）に生かせる内容だった
度数 割合

④そう思う 7 58.3
③どちらかといえばそう思う 4 33.3
②どちらかといえばそう思わない 1 8.3
①そう思わない 0 0.0

12 100

3-3 研修は分かりやすい順序で進められた
度数 割合

④そう思う 10 83.3
③どちらかといえばそう思う 2 16.7
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

3-4 研修会場は快適な環境だった
度数 割合

④そう思う 9 75.0
③どちらかといえばそう思う 2 16.7
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

11 92

研修目的や内容についてある程度知ったうえで参加した

研修の目的は明確に設定されていた

42% 
58% 

④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

83% 

17% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

92% 

8% 
①４年制大学 

②短期大学 

③高等専門学校 

④その他

83% 

17% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

82% 

18% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

100% 

①教員 

②職員 

③学生 

④その他

83% 

9% 
8% 

①国（国立大学法人）

②地方自治体（公立大学法人を含

む）
③学校法人

④その他

59% 
33% 

8% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

資料１０－３
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4-1 講師の言動は学習意欲を高めた
度数 割合

④そう思う 10 83.3
③どちらかといえばそう思う 2 16.7
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

4-2 事務局は手際よく運営していた
度数 割合

④そう思う 11 91.7
③どちらかといえばそう思う 1 8.3
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

5-1 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた
度数 割合

④そう思う 6 50.0
③どちらかといえばそう思う 6 50.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

5-2 受講したことによって業務の取り組み方が改善されると思う
度数 割合

④そう思う 7 58.3
③どちらかといえばそう思う 5 41.7
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

5-3 研修の内容は十分に理解できた
度数 割合

④そう思う 7 58.3
③どちらかといえばそう思う 5 41.7
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

5-4 新たに人的なつながりをつくることができた
度数 割合

④そう思う 4 33.3
③どちらかといえばそう思う 7 58.3
②どちらかといえばそう思わない 1 8.3
①そう思わない 0 0.0

12 100

6-1 研修は全体的に満足できるものだった。
度数 割合

④そう思う 9 75.0
③どちらかといえばそう思う 3 25.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

6-2 研修は期待を上回る内容だった
度数 割合

④そう思う 6 50.0
③どちらかといえばそう思う 6 50.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

83% 

17% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

92% 

8% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

50% 50% 

④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

58% 
42% 

④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

58% 
42% 

④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

34% 

58% 

8% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

75% 

25% 

④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

50% 50% 

④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

75



6-3 今後もこの研修を継続していくべきだと思う
度数 割合

④そう思う 9 75.0
③どちらかといえばそう思う 3 25.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

7-1 適切な授業の目的・目標設定ができるようになる
度数 割合

④そう思う 6 50.0
③どちらかといえばそう思う 5 41.7
②どちらかといえばそう思わない 1 8.3
①そう思わない 0 0.0

12 100

7-2 わかりやすいシラバスを書けるようになる
度数 割合

④そう思う 6 50.0
③どちらかといえばそう思う 6 50.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

12 100

7-3

度数 割合
④そう思う 4 33.3
③どちらかといえばそう思う 7 58.3
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 1 8.3

12 100

7-4

度数 割合
④そう思う 5 41.7
③どちらかといえばそう思う 5 41.7
②どちらかといえばそう思わない 2 16.7
①そう思わない 0 0.0

12 100

学習成果（ラーニング・アウトカムズ）を意識して授業
デザインできるようになる

学生参加型のグループ作業を自らの授業で導入すること
ができるようになる

75% 

25% 

④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

50% 
42% 

8% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

50% 50% 

④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

34% 

58% 

8% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

41% 

42% 

17% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 
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【自由記述欄】

１-（４）本研修を知ったきっかけ・参加のきっかけは何ですか？

新任教員研修

学内メール

FD担当の先生よりすすめられた

必須だと聞かされて

メールでのアナウンス

学内メール

SPODプログラム冊子

大学のチラシ

E-mailでのアナウンス

最近採用された職員宛のメールにより研修を知り、参加を申込みました。

メールで案内があったため

新任研修（４月）でのアナウンス

１-（５）現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか？（具体的に）

学生を巻き込む授業

講義の到達目標の明確化と評価との整合性

学生の理解を深められる授業の方法（アクティブラーニングを取り入れたもの）

アイス・ブレイクのバリエーション

シラバス作成，授業の組立て

スキル：授業の上手な構成（コンテンツ、参画、リビジットの意識）

授業の構成と進め方について。振り返りの方法について

授業全体をやりなおします

魅力的な講義

授業した内容をいかに学生の記憶に定着させるかのスキル、方法についての知識

ティーチングスキルと教えられるだけの専門知識

シラバス、コースデザイン、アクティブラーニング方法論

８.本研修であなたが学んだこと、研修ですぐに使ってみたいと感じたこと（アクションプラン）を、具体的に
お書きください。
シラバスの目標の書き方について学ぶことができた。

講義毎に到達目標を示す→キーワードについて、ペア・ワークを行い長期記憶につなげる

・講義内でのペアワークの取り入れ
・来学期のシラバス作成

参画、ペアワーク

・シラバス作成法
・グループ作業の導入法

・短期・長期記憶を意識した授業内容の改善
・振り返りテストの導入
・シラバスの書き方の改善

授業中および授業後の振り返り方法や、シラバスの書き方が勉強になった。グループワークの重要性を理
解したものの、理系の通常の大人数授業でどの様に取り込むか、今後の課題になった。

・授業にアクティブ・ラーニングを取り入れる
・授業にリビジットを取り入れる

リビジットを取り入れて学習内容の定着について工夫したいと思っています。

講義中の参画とリビジットを通して、頭に残りやすい授業をしたい。

短期記憶を長期記憶にするためのリビジット
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９.本研修を受講して良かったと思われる点や改善点、意見などを自由にお書きください。

いただいた教材はあとで読みます。

シラバスの書き方について体系的に学ぶことができた。
杉田先生のコメントは研究成果に基づくものであり、科学的でよかった

他大学の先生方の話しが聴けて、大変参考になった。

アイスブレイクのバリエーションなど具体的な方法論について
１日で済めば良いと感じました。

上述のスキルを学ぶことができて非常にためになった。他の先生方の講義を体験することができ、新たな
発見があった。（グループ作業、問いかけ、予習確認テスト等）

実際にグループワークを受講生が行うことで、その効果を体感できた点が良かった。（学生の時はグループ
ワークなどなかった）

非常に楽しく学べました。ありがとうございました。

研修環境、スタッフ、講師すべてが素晴らしかったです。

集中力が高まるようなプログラムがされているためか、一日半が短く感じられました。

少し、目的・目標が区別しにくかったです。

ミニレクチャーで少し早くてついていくのがしんどい部分があった。
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ＳＰＯＤ研修アンケート集計結果

研修名：第8回「よりよい授業のためのＦＤワークショップ」

実施日：平成29年9月14日(木)～15日(金)

実施会場：休暇村讃岐五色台

参加者数：19名

アンケート回答者数：14名

設問１　本ワークショップへの参加の経緯についてお答え下さい。

１－１　ワークショップへの参加動機は何ですか
　①新任研修に参加して興味をもったため 3
　②実施要項を見て内容に興味をもったため 2
　③所属部署からの依頼があったため 8
　④他部署の人と交流したいため 2
　⑤その他 1
合計 16

１－２　１－１で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい。
　授業をさらにより良くしたい
１－３　ワークショップの目的や内容について、ある程度知った上で参加した
　①そうである 5
　②どちらかといえばそうである 6
　③どちらかといえばそうではない 1
　④そうではない 2
合計 14

設問２　本ワークショップの内容についてお答え下さい。

２－１　ワークショップの目的は、明確に設定されていた
　①そう思う 13
　②どちらかといえばそう思う 1
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 14

２－２　ワークショップは、自分の業務(教育実践)に生かせる内容であった
　①そう思う 11
　②どちらかといえばそう思う
　③どちらかといえばそう思わない 2
　④そう思わない
回答数 13

２－３　ワークショップは、わかりやすい順序ですすめられていた
　①そう思う 11
　②どちらかといえばそう思う 2
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 13

２－４　ワークショップでよかった点は以下のうちどれですか＜複数選択可＞
　①学生の考える良い授業・悪い授業について考える機会を得た 13
　②シラバスの書き方について理解が深まった 9
　③複数の授業方法について知ることができた 8
　④成績評価について理解が深まった 6
　⑤自らが開発した授業の良い点・改善点を知ることができた 2
　⑥ワークショップの手法を知ることができた 2
　⑦他学部等の教員と知り合いになれた 11

資料１０－４
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　⑧その他 2

設問３　本ワークショップに参加しての成果についてお答え下さい。

３－１　ワークショップで設定した目標のうち、達成されたのはどれですか＜複数選択可＞
　①適切な目的・目標が設定できるようになった 10
　②わかりやすいシラバスを書けるようになった 8
　③様々な授業方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった 7
　④様々な成績評価方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった 5
　⑤学生参加型のグループ作業を、自ら授業で導入することができるようになった 4

設問４　本ワークショップの研修環境についてお答え下さい。

４－１　講師の言動は学習意欲を高めた
　①そう思う 10
　②どちらかといえばそう思う 4
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 14

４－２　事務局は手際よくワークショップを運営していた
　①そう思う 13
　②どちらかといえばそう思う 1
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 14

４－３　ワークショップ会場は快適な環境であった
　①そう思う 10
　②どちらかといえばそう思う 4
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 14

設問５　本ワークショップは全体を通して満足できるものであった
　①そう思う 11
　②どちらかといえばそう思う 3
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 14
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【自由記述欄】

１－２　１－１で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい。

授業を担当しており、困ることや悩むことがあったため、基本的な授業計画の手法について学びたいと思ったた
め。

２－５　２－４で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい。

クリッカーの使い方を知ることができた。

少人数のグループワークを中心としたワークショップであったため、他者の意見や考えから学ぶことや視野が広
がることが多く、講義形式では得られない学びを得ることができたこと。

「学生が考える良い授業」のワークでは、良い授業の基準に評価基準の明確さが含まれていることが新たな学び
だった。看護学科ではケーススタディを頻繁に行うが、各学生が受け持つケースによって問題の難易度に差があ
るため、どの程度の具体性をもって評価基準を設けるか困難な面もある。しかし様々なケースの公平さを守ると
いう観点からもルーブリックやリッカートなどを用いて学生と教員間で相互評価するなど方法を考えてみたいと思
う。
クリッカーを用いて，学生の意見を反映しした授業や，クリッカーを使用した小テストを行ってみたいです。

やはり、クリッカーを実際に模擬授業作成の時に実践してみて、使い方によっては非常に効果的だと思えました。
一度、模擬授業で実践してみて、自分で効果を実感できると、実際の自分の授業でも取り入れやすいと思いまし
た。
あとは、普段「座学」なので最初から講義形式で進めようと思っていた授業でも、グループ化してみるのも良いか
もしれないなぁと、アイデアがわきました。
シラバスの書き方について、実践的に学び、シラバスの重要性を強く感じた。後期授業のシラバスを修正し、学生
に示したい。特に、目的と目標の書き方が難しかったので、しっかりと学びを振り返りながら考えていきたい。
　授業方法については、学生参加型の授業となるよう、受講生の人数や教室規模等を考慮しながら、今後さらに
工夫していきたい。コミュニケーションカードやクリッカーなど、手軽に利用できるアイテムを紹介していただいたの
で、ぜひ活用したい。
　評価については、シラバスの目標と対応させて明示しておくことで、教員も学生が共通認識できると思う。曖昧な
評価にならないよう、ルーブリックを作成したい。ポートフォリオ評価やピア評価についても、活用してみたい。
クリッカーの利点等を学んだので、何かの機会に利用してみたい。
私は、まだ講義を任されてはおらず、実習を主におこなっています。ですので、学んだことをすぐに実践できる機
会は少ないですが
今後、講義の組み立て方や、シラパスの書き方等いかしていきたいです。
〇シラバスの作成では、ただ「読書」や「うどん」などのテーマについて教員から学生に知識を伝えるのではなく、
　それらのテーマを通して最終的に学生にどうなって欲しいのか、
　目指す学生像に向かってどうアプローチするのか、
　授業構成や授業デザイン、何に配慮するのか、何を評価基準にするのかなど
　細部に渡って、とても考えさせられた。

〇15分の授業展開では、各グループの、楽しい雰囲気で笑いのある授業展開をみせてもらい、
　教員の個性が発揮されることで魅力的な授業になると感じ勉強になった。また、クリッカーやコミュニケーション・
カードなど
　学生とのコミュニケーション・ツールも活用することで、より学生を引きつけることができると感じ、今後使ってみ
たいと思った。

〇グループワークでは、１人では到底成しえないことでも、様々な領域の（経済・創造工学・薬理・医療など）人間
が集まり、
　それぞれの見解を話し合うことで、１つのことに対し理解がぐっと深まり、また広い視野で建設的な話が展開でき

３－２　ワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などをお書きください。
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研修を通しての一番の学びは、科目のシラバス作成から1回の授業構成までのプロセスを丁寧に学ぶことができ
た点である。
今年度担当科目の授業の振り返り、および次年度の授業に向けたシラバスの修正に取り組み、目的・目標に基
づく授業計画を
丁寧に考えていきたい。
また、授業の方法としてアクティブラーニングについて学び、取り入れ方やそのタイミングを考えることで、
学生の主体性を引き出すことにつながると理解することができた。学んだアクティブラーニングの手法をどのよう
に
授業の中で活用できるか、次年度の導入について考え、PDCAサイクルを機能させて評価、改善につなげたい。
これまで、学生に質問をする際、限られた時間のため急かしてしまい、解説を始めてしまうことが多かった。問に
対して学生が考える時間をとることの必要性を改めて実感。学生が授業に参加しやすい工夫が必要で、アンケー
ト、質問の仕方などは、今後の授業に取り入れたいと思った。また、授業計画は、これまで考えたことがなく、時間
配分、管理がいい加減になっていたところがあった。特にSGDでは長引いてしまうことが多く、学生の集中力が切
れることも多かった。時間を区切り、作業に集中させることも重要であると、ワークショップの作業を通じて改めて
感じた。時間配分、管理をしっかり行い、より充実した参加型授業に改善したい。
ワークショップに参加し、学生参加型の授業に対する理解が深まった。議論が進む進まないは学生の能力に依存
すると考えていたが、議論をするための環境を整えることの重要さを学んだ。同時に、学生参加型の授業を行う
場合、シラバスにおいて適切で具体的な目標設定、目標と対応した成績評価を示すことの意義をより深く考えれ
るようになった。
これから小職は、デザイン思考を用いた授業を行っていくことになっており、グループワークが主体となるもので
す。したがって、今回のワークショップはすべてにわたって今後の授業計画を考えていくうえで有益なものでした。
　今回のメンバーは学問のベースは違うとはいえ、バランスの取れたメンバーでの実践であったので、グループ
ワークの欠点が浮き彫りになることはなかったですが、実際の授業では、グループ内外のばらつきが大きな課題
だと思います。この課題に対しても、今回学んだ手法（アイスブレーク含み）をうまく取り入れて授業を進めたいと
良いシラバスの作り方。授業計画。
 授業内容そのものに関しては現在実技指導がほとんどのため、コメントしがたい。
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ＳＰＯＤ研修アンケート集計結果

研修名：平成29年度大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅠ）
実施日：平成29年11月9日（木）～11月10日（金）

アンケート回答者数：45名　

１．参加者ご自身について

(1)　所属先

回答数 割合
① ４年制大学 38 84.4
② 短期大学 1 2.2
③ 高等専門学校 6 13.4
④ その他（　　　　　　　） 0 0.0

計 45 100.0

(2)　所属先の設置者

回答数 割合
① 国（国立大学法人等） 　 36 80.0
② 地方自治体(公立大学法人を含む) 5 11.1
③ 学校法人　　　　　　 4 8.9

　 ④　その他 0 0.0
計 45 100.0

(3)　現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキルは何ですか。（具体的に）

別紙記載

２．研修参加への経緯について

(1)　研修目的や内容についてある程度知った上で参加した

回答数 割合
④ そう思う 12 26.7
③ どちらかといえばそう思う 29 64.5
② どちらかといえばそう思わない 2 4.4
① そう思わない 2 4.4

計 45 100.0

(2)　自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した 

回答数 割合
④ そう思う 10 22.2
③ どちらかといえばそう思う 23 51.2
② どちらかといえばそう思わない 10 22.2
① そう思わない 2 4.4

計 45 100.0

(3)　研修内容をすぐに活用しなければならない状況で参加した

回答数 割合
④ そう思う 4 8.9
③ どちらかといえばそう思う 15 33.3
② どちらかといえばそう思わない 20 44.4
① そう思わない 6 13.4

計 45 100.0

実施会場 : 愛媛大学 総合教育棟1 2階 社会共創学部会議室
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(4)　上司はこの研修への参加を肯定的に捉えている

回答数 割合
④ そう思う 27 60.0
③ どちらかといえばそう思う 18 40.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

３．研修プログラムの設計について

(1)　研修の目的は明確に設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 33 73.4
③ どちらかといえばそう思う 11 24.4
② どちらかといえばそう思わない 1 2.2
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(2)　研修は自分の業務に生かせる内容だった 

回答数 割合
④ そう思う 25 55.6
③ どちらかといえばそう思う 17 37.8
② どちらかといえばそう思わない 3 6.6
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(3)　研修はわかりやすい順序ですすめられた

回答数 割合
④ そう思う 25 55.6
③ どちらかといえばそう思う 19 42.2
② どちらかといえばそう思わない 1 2.2
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(4)　研修会場は快適な環境だった

回答数 割合
④ そう思う 22 48.9
③ どちらかといえばそう思う 18 40.0
② どちらかといえばそう思わない 5 11.1
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(5)　研修内容は丁度良いレベルに設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 27 60.0
③ どちらかといえばそう思う 17 37.8
② どちらかといえばそう思わない 1 2.2
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(6)　研修時間は研修目的を達成するために丁度良い長さだった 

回答数 割合
④ そう思う 18 40.0
③ どちらかといえばそう思う 20 44.4
② どちらかといえばそう思わない 7 15.6
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0
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(7)　研修の実施時期は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 21 46.7
③ どちらかといえばそう思う 18 40.0
② どちらかといえばそう思わない 5 11.1
① そう思わない 1 2.2

計 45 100.0

(8)　研修会場には十分な設備が整っていた

回答数 割合
④ そう思う 23 51.1
③ どちらかといえばそう思う 18 40.0
② どちらかといえばそう思わない 4 8.9
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(9)　参加者の人数は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 25 55.6
③ どちらかといえばそう思う 19 42.2
② どちらかといえばそう思わない 1 2.2
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

４．研修スタッフについて

(1)　講師の言動は学習意欲を高めた

回答数 割合
④ そう思う 29 65.9
③ どちらかといえばそう思う 14 31.8
② どちらかといえばそう思わない 1 2.3
① そう思わない 0 0.0

計 44 100.0
※1名未記入

(2)　事務局は手際よく研修を運営していた 

回答数 割合
④ そう思う 32 71.1
③ どちらかといえばそう思う 13 28.9
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(3)　講師は研修に必要な知識を十分に持っていた

回答数 割合
④ そう思う 36 80.0
③ どちらかといえばそう思う 8 17.8
② どちらかといえばそう思わない 1 2.2
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(4)　講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 29 64.4
③ どちらかといえばそう思う 16 35.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0
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(5)　事務局の対応は丁寧だった

回答数 割合
④ そう思う 38 84.4
③ どちらかといえばそう思う 7 15.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

５．研修成果について

(1)　自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 21 46.7
③ どちらかといえばそう思う 23 51.1
② どちらかといえばそう思わない 1 2.2
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

回答数 割合
④ そう思う 21 46.7
③ どちらかといえばそう思う 22 48.9
② どちらかといえばそう思わない 2 4.4
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(3)　研修の内容は十分理解できた

回答数 割合
④ そう思う 29 64.4
③ どちらかといえばそう思う 14 31.2
② どちらかといえばそう思わない 2 4.4
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(4)　新たに人的なつながりをつくることができた

回答数 割合
④ そう思う 24 53.3
③ どちらかといえばそう思う 19 42.3
② どちらかといえばそう思わない 2 4.4
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

受講して良かったと思われる点を、具体的にお書きください。

別紙記載

６．研修全体について

(1)　研修は全体的に満足できるものだった

回答数 割合
④ そう思う 24 53.4
③ どちらかといえばそう思う 20 44.4
② どちらかといえばそう思わない 1 2.2
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

(2)　受講したことによって業務の取り組み方が改善されると思う 
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らかとい

えばそう

思わな

い

④ そう

思う

③ どち

らかとい

えばそう

思う

② どち

らかと

いえば

そう思

わない

④ そう

思う

③ どち

らかとい

えばそう

思う

② どち

らかとい

えばそう

思わな

い

④ そう

思う
③ どち

らかとい

えばそう

思う

② どち

らかとい

えばそう

思わな

い

④ そう

思う

③ どち

らかとい

えばそう

思う

② どち

らかと

いえば

そう思

わない
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(2)　研修は期待を上回る内容だった 

回答数 割合
④ そう思う 16 35.6
③ どちらかといえばそう思う 26 57.8
② どちらかといえばそう思わない 3 6.6
① そう思わない 0 0.0

計 45

(3)　今後もこの研修を継続していくべきだと思う

回答数 割合
④ そう思う 25 55.6
③ どちらかといえばそう思う 19 42.2
② どちらかといえばそう思わない 1 2.2
① そう思わない 0 0.0

計 45 100.0

研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば、具体的にお書きください。

別紙記載

７．ＳＰＯＤにおけるＳＤプログラム開発ついて

別紙記載

　今後，ＳＰＯＤにおいてどのような分野のＳＤプログラムが必要だと思いますか。

④ そう

思う

③ どち

らかとい

えばそう

思う

② どち

らかとい

えばそう

思わな

い

④ そう

思う

③ どち

らかとい

えばそう

思う

② どち

らかとい

えばそう

思わな

い
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【自由記述欄】 

１（３）現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。（具体的に） 

◆タイムマネジメントに係るもの 

・タイムマネジメント能力（８） 

・スケジュール管理能力（仕事の優先順位，計画性等） 

 

◆クレーム対応に係るもの 

・クレーム対応能力（４） 

・とっさの対応力（接客，電話対応） 

・傾聴の能力 

 

◆プレゼンテーションに係るもの 

・プレゼンテーション能力（１２） 

・物事を整理して簡潔に伝える力（２） 

・話すスキル 

・人に理解・納得してもらう話し方 

・自分の考えを伝える能力 

 

◆リーダーシップに係るもの 

・リーダーシップのスキル（４） 

・メンバーとしてのリーダーシップ能力 

 

◆その他のスキル・知識 

（パソコンに係るもの） 

・パソコンスキル（６） 

・Excel のスキル（関数，マクロ等）（３） 

・Access のスキル（３） 

・情報系の知識 

・情報ネットワーク 

 

（コミュニケーションに係ること） 

・コミュニケーション能力（２） 

・英語力（英会話，英作文等）（３） 

・上司への橋渡し 

・補佐員や派遣職員への対応のスキル 

・周囲との関係作り 

 

（高等教育に係ること） 

・国立大学に関する法令の知識（２） 
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・高等教育情勢の知識 

・他大学の情報や交流 

 

（その他） 

・判断力（２） 

・折衝力 

・調整力 

・立案力 

・技術力 

・マネジメント能力 

・事務処理能力 

・積極性 

・財務の知識 

・知識の習得 

・業務の効率化 

 

５．受講して良かったと思われる点を，具体的にお書き下さい。 

（タイムマネジメント論） 

・終了の時刻を記録することを学んだ。 

・手帳でその日の結果を書く手法を取り入れられた。 

・すぐに取りかかれる内容であった。（２） 

・優先順位のつけ方について学べた。 

・タイムスケジュールの上手な作り方が分かった。 

・時間の使い方が上手ではなかったため，計画的に時間を使うために手帳を使うなど具体的な方法が知れ 

て良かった。 

 ・時間の使い方について色々なタイプの時間があることに気がついた。 

 

（クレーム対応入門） 

・実際の現場の色々な場面で必要なことだと実感した。 

・相手の立場に立って考えることが大切だと改めて気付かされた。 

・今すぐ仕事で使える内容で良かった。 

・クレーム対応の際，補佐員が対応し揉めた後自分に仕事が回ってきたので，クレームの聴き方等考えよ

うと思えた。 

 

（プレゼンテーション実践） 

・プレゼン能力（相手に伝える力）を磨きたいと思っていたので非常に役に立った。 

・プレゼンの手法が学べたことが良かった。 

・自分のプレゼンを客観的に評価してもらえたこと。 

・すぐに取りかかれる内容であった。 
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・プレゼン（主旨を分かりやすく上司に伝える）方法についてもっとスキルを磨きたいと思っていたので

とても有意義であった。 

・相手の立場に立って考えることが大切だと改めて気付かされた。 

・これまで人前で話（プレゼン）をする機会がほとんどなかったので，貴重な体験になりました。 

・プレゼンテーションの講義が苦手意識を持って臨んだわりに，一番楽しく受講することができた。 

・プレゼンの技法について再確認することができた。 

・役割が明確で業務に連結できる内容であった。 

 

（リーダーシップ入門） 

・今まであまり自覚していなかったので，意識できた。 

・リーダーシップについて考える機会を得られた。 

・講師の先生のリーダーシップの話が聞けて良かった。 

 

（交流） 

・他大学の人と交流ができ，新たな人脈が築けたこと。（１１） 

・世代（勤務年数）の違う方々と共に学べて勉強になった。 

・初対面の人とのコミュニケーションの取り方が鍛えられた。 

・色々な方の意見・考えが聞けた。 

・他大学・他部署・講師の先生方，運営の方々と交流できたことが大変ありがたい機会でした。目的とし

ていた講義も期待していた以上の内容でした。先生方ありがとうございました。 

 

（その他全体をとおして） 

・知識の再確認ができた。（５） 

・自分の業務を振り返り，考える良い機会になった。 

・自分自身の知識の足りなさに気付かされた。 

・普段業務をこなしているだけでは分からなかった新しい気付きを得られた。 

・今までぼんやりと，「こうしたほうがいい」と思っていたことを理論に基づいてきちんと説明していた

だけたので，整理がついた。 

・業務に対する意識改善ができた。 

・仕事に役立つ学びがたくさんできて良かった。 

・自分の考えと他者の考えを知ることができて良かった。 

・他大学の業務について知ることができた。 

・ワーク主体だったため，考えながら受講できた。 

・ワークがたくさん盛り込まれいて，実践練習になった。 

・たくさん話す機会があり，少し自信がついた。 

・実践及び演習ができ，他者からの評価をもらえたことが良かった。 

・事前課題が出ていたことで，意識を高めることができた。 

・苦手意識を持っていたプレゼンテーションやリーダーシップについて効率的な手法等の知識を得られた。 

・プレゼンテーション方法やクレーム対応など現在必要と感じていることについて，タイムリーに学べた

100



 
 

ことが良かった。 

 

６．研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば，具体的にお書き下さい。 

・ワークの時間をもっと取れるとありがたい。まとめのシートなど作り込みたかった。 

・少し長いと感じてしまう場面があった。ワークをもう少し減らしても良いかと思う。 

・ワークが苦手な人もいる。（講義型研修を実施してほしい。） 

・クレーム対応入門については，もう少し長く時間を取って説明を聞きたいと思いました。駆け

足だったので，少し残念だった。 

・お題に対して，初日のスケジュールが破綻していたと思います。タイムマネジメントがあるの

で，開始，終了の時間はいかがなものかと感じました。 

・お昼休みをもう少し長くしてください。 

・今回の受講人数に対しては少し部屋が狭いように感じた。 

・途中部屋が寒く感じたので，空調を付けていただけると嬉しいです。 

・同じ人と被らないグループ分けにしてほしい。 

・資料がカラー印刷だともっと見やすかった。 

・内容が分かりにくい講義がありました。 

 

７．ＳＰＯＤにおけるＳＤプログラム開発ついて 

  今後，ＳＰＯＤにおいてどのような分野のＳＤプログラムが必要だと思いますか。 

・ＩＲ（２） 

・知的財産教育に関わるプログラム（２） 

・プレゼン能力 

・学生や職員との対応 

・名刺交換など社会人マナー 

・業務の取り組み方 

・実績を上げる方法 

・整理整頓について 

・アンガーマネジメントについて 

・部局別の必要スキルを身につけられるプログラム 

・ＩＴ 

・情報の取扱方 

・ネットワークの基本 

・業務に使えそうなパソコン技術 

・Access に関するスキルアップ講座が以前はあったと思いますが，是非復活してほしいと思います。 
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平成29年度 全学ＦＤ推進プログラム
主 催　徳島大学FD委員会　四国地区大学教職員能力開発ネットワーク

参加費
無料

※情報交換会ご出席の方は
会費が3,000円

となります。

講
師

参加方法
どなたでもご参加いただけます。
当日直接会場へお越しいただき、
受付をしてください。

徳島大学学務部教育支援課教育企画室
大学教育カンファレンスin徳島事務局
〒770-8501 徳島市新蔵町2-24 
TEL088-656-7686
E-mail:kykikakuk@tokushima-u.ac.jp
http://www.tokushima-u.ac.jp/cue/fd/

参 加 方 法

お問い合わせ

［アクセス］

助任橋

●徳島
新聞社

●パークウエストン

●市立体育館

そごう●
バスターミナル

中央公園
城 山

徳島駅

鳴門・神戸方面↑

↓阿南方面

徳島
大学

●徒歩の場合　　　30分
●バス利用の場合　20分
　徳島駅前より徳島市営バス「島田石橋」行、　
　　「商業高校」行他に乗車し、「助任橋」又は
　「徳島大学前」又は「徳島大学南」下車徒歩5分

口頭発表A・B
ワークショップ

A

B

C

※カンファレンス終了後に情報交換会を行います。

9：00～9：15開 会 挨 拶

研 究 発 表
6件／  9：15～10：15

3件／10：25～11：55

8件／14：10～15：30口頭発表C・D
ポスター発表 16件／13：00～14：00

レゴブロックを用いたイノベーションと
システム思考の入門

ＭＯＯＣを使って反転授業をやってみよう

演劇的知とコミュニケーション
－自らの教育活動を振り返る－

主要プログラム 午 前

午 後

平成30年1月5日 ㈮ 9：00～18：00
（8：30受付開始）

※駐車場が限られているため、
できるだけ公共交通機関をご利用の上、

ご来場お願いします。

P
教養教育４号館

教養教育４号館
2階ホール

■
自由参加型ディスカッション

テーマ 「講演に対する質問や日常の教育活動
            を進めるうえで困っていること」

大学教育カンファレンス in徳島大学教育カンファレンス in徳島
受 付 ： 徳島大学 教養教育4号館 ２階ホール
会 場 ： 徳島大学 教養教育4号館 等
受 付 ： 徳島大学 教養教育4号館 ２階ホール
会 場 ： 徳島大学 教養教育4号館 等

15：45～18：00

特 別 講 演

山田剛史先生 京都大学高等教育研究
開発推進センター・准教授

大学教育の質的転換と
　　教学IRの組織的展開

教学ⅠRとはどのようなものなのか。誰のための何のため
のものなのかといった「問い」を念頭に置きながら、教学
ⅠRの組織的展開の在り方や具体的、効果的な方法などに
ついて検討します。

資料１２
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18：20～20：20　情報交換会  ＜徳島大学生協食堂２Ｆ「Kirara」＞

①ピア・エデュケーションを取り入れた中学生への喫
煙防止教育の効果　

②フィンランド短期留学で看護専門科目を履修した看
護大学生の学び

③東日本大震災被災地支援と連携したPBL型大学院教育
④情報技術の習得を目的としたプログラミング学習用教材の開発
⑤ロケットのロール制御の条件についての考察
⑥徳島大学ソーラーカーオルタネータの走行用モータ

としての特性試験
⑦基礎物理学講義のFCIによる評価⑵
⑧Improving Group Discussion Interaction Scaffolding 

Communication Strategies in Small Group Discussion

平成29年度 徳島大学全学FD推進プログラム
「大学教育カンファレンス in 徳島」プログラム

9：00～9：15　学長挨拶　野地 澄晴　＜教養教育4号館202講義室＞ 

受　　付　＜4号館2階ホール＞ 

＜4号館202講義室＞
司会 ： 川野卓二  

①文理融合の問題解決型授業「総合科学実践プロ
ジェクト」の5年間の取り組みの成果

■レゴブロックを用いたイノベー
ションとシステム思考の入門

■ＭＯＯＣを使って反転授業をや
ってみよう

■演劇的知とコミュニケーション
－自らの教育活動を振り返る－

①BYOD環境によるワークショップ型実習の試み
とその課題

②看護大学生の臨地実習における口腔ケアに関す
る実践内容の経年比較

②ティーチング・ポートフォリオの作成意義と普及に
向けて

③企業見学会を通じたロールモデルの提示とその効果 ③学生が企画する「レポートの書き方講座」の意義

会期：平成30年1月5日（金）　会場：徳島大学教養教育4号館 等

口 頭 発 表 A

ポ ス タ ー 発 表

ワ ー ク ショップ Bワ ー ク ショップ A ワ ー ク ショップ C

口 頭 発 表 B

口 頭 発 表 C 口 頭 発 表 D

①教養教育におけるシチュエーション・ラーニング
(Situated learning)の実践

①界面張力測定装置の設計・製作プロジェクト

②歯科補綴学授業におけるアクティブラーニングの
効果―反転授業とTBLの比較―

②ゲームクリエイトプロジェクトの活動を通じて得ら
れたこと

③学生から見たアクティブラーニングの実施状況と
満足度および自学自修時間との関係

③AL型大学院講義での発問「宇宙での生活に本物
の自然体験は必要か？」の学習効果について

9：15

10：15

10：25

11：55

特 別 講 演

自由参加型ディスカッション

（テーマ：講演に対する質問や日常の教育活動を進めるうえで困っていること）

演題： 大学教育の質的転換と教学IRの組織的展開
講師： 山田 剛史先生 （京都大学高等教育研究開発推進センター 准教授）

13：00

14：00

14：10

15：30

15：45

18：00

⑨高大連携事業「高校生の大学研究室への体験入学
型学習プログラム」実施報告（第8報）

⑩学部生と大学院生のティーチングアシスタントチー
ムによる高大院連携化学実験出張講義

⑪Thinking About Global Education at Japanese Universities
（日本の大学におけるグローバル化教育の授業について考える）

⑫スクラップブック作成による学習の有効性
⑬キャリア形成支援における学生の成長度測定に関する一考察
⑭簡易版アカデミック・ポートフォリオを活用した作成

ワークショップの実践
⑮正課科目におけるルーブリックを用いたコンピテンシー自己評価
⑯阿南高専におけるLMS活用状況と展望

④SIH道場におけるラーニングスキル取得傾向につ
いて－学生アンケートにもとづく縦断的調査研究－

④持続可能な社会に関する国際大学間連携教育

司会 ： 赤池雅史
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レゴブロックを用いたイノベーションと
システム思考の入門

～ワークショップご参加について～

日 時：2018年1月5日（金） 10時25分～11時55分
場 所：徳島大学教養教育4号館202講義室
対 象：どなたでもご参加いただけます
人 数：30名（先着順）
参加費：無料
申込先：徳島大学学務部教育支援課教育企画室

電 話：088-656-7686 (内線)81-7115
E-mail ：kykikakuk@tokushima-u.ac.jp
メールに氏名・ご所属・ご連絡先をご記入の上申し込みください
＊当日参加も受け付けます

担当者 北岡 和義 （徳島大学教養教育院）

2017（平成29）年度徳島大学全学ＦＤ推進プログラム
「大学教育カンファレンス in 徳島」 ワークショッププログラム

イノベーションの創出と、それに必要不可欠な
「システム」という考え方について、レゴブロック
を用いて体験的に理解するためのワークショッ
プを開催します。
誰もが気軽に参加できるワークショップですの
で多くの方のご参加をお待ちしております！

～ワークショップに関するお問い合わせについて～

○担当の北岡に直接お問い合わせください
電 話：088-656-7283 (内線)7109
E-mail：kitaoka@tokushima-u.ac.jp
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平成 29 年度 徳島大学全学ＦＤ推進プログラム 

「大学教育カンファレンス in 徳島」 

ワークショップのご案内 

演劇的知とコミュニケーション 

－自らの教育活動を振り返る－ 

日 時：2018年1 月5 日（金）10:25～11:55 
会 場：徳島大学教養教育５号館 ２階会議室 

担当者：仙石桂子（四国学院大学） Gehrtz三隅友子（徳島大学国際センター） 

＜ワークショップの内容に関するお問い合わせ＞ 

担当者の三隅までご連絡ください。電話：088-656-7120 内線 7120 
e-mail:misumi@ tokushima-u.ac.jp

＜ワークショップ申し込み方法＞ 

対 象 者：教育に関心のある教員、職員、学生、そして一般の方

人   数：15 名（先着順です） 
参 加 費：無料

申込締切：12 月 28 日（木曜日）正午まで

申 込 先：徳島大学学務部教育支援課教育企画室

電話 088-656-7686（内線）7115  e-mail: kykikakuk@tokushima-u.ac.jp 
メールに、氏名・年齢・ご所属・ご連絡先をお書きの上お申込みください。

わたしたちがもともと持っている創造性や表現力を引き出す！ 

＜ふつうにやる・適当にがんばる・ありのままをやる・あたりまえのことをやる 

・勝ち負けにかかわらないでやる・だれもが見守る・賢さとは違うレベルでやる＞ 

自由に動ける楽な服装でどうぞご参加ください！ 

演劇的知 

を使って！ 
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平成２９年度第６回ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会 議事次第（追加） 

 

日 時：平成２９年１２月１４日（木）１５：１５～１６：４５ 

場 所：愛媛大学城北キャンパス 校友会館２階 サロン 

 

追加議題： 

 

 追加議題１． 

四国地区大学教職員能力開発ネットワークにおけるスタッフ・ディベロップメント・ 

コーディネーターの資格認定について 

    ・ＳＰＯＤ－ＳＤＣ認定推薦書及び活動実績（愛媛大学 河野太志） 【追加資料１－１】P1 

    ・ＳＰＯＤ－ＳＤＣ認定推薦書及び活動実績（愛媛大学 大本盛嗣） 【追加資料１－２】P5 

・四国地区大学教職員能力開発ネットワークにおけるスタッフ・ディベロップメント・ 

コーディネーターの資格認定に関する申合せ            【追加参考資料１】P7 



追加資料１－１

1



以下は，ＳＰＯＤ－ＳＤＣ資格認定基準に関わる活動実績

１．ＳＤ講師実績 （日時／研修名／場所）※ＳＰＯＤ外での講師経験も可

２．職員のキャリアプランニングサポート実績

３．大学等における職員人材育成ビジョンに関わった実績

スタッフポートフォリオにおける，メンター経験の詳細（実施時期，人数など）

・平成２３年度「次世代リーダー養成研修」において，１期生として２期生１名のメンタリ

ングを行い，作成に係る助言を行った。

・平成２５年６月広報課副課長（命課長）として，課内の常勤職員計２名に対するメンタリ

ングを行い，作成に係る助言を行った。

・平成１９年４月「愛媛大学職員人事・人材育成ビジョン」（案）検討作業協力者として，

同ビジョンの作成に携わった。

・平成２９年１０月２７日次世代リーダー養成ゼミナール開放講義「人材育成ビジョン」

（開催場所：香川大学）を受講し，高等教育機関における職員人材育成ビジョン構築・

支援のための手法を修得した。

2006/12/15

2008/2/1

2008/10/19

2008/12/19

2009/7/31

2009/9/9

2010/9/2

2011/1/31

2011/8/23

2011/8/24

2013/12/12

2014/2/12

2014/8/22

2017/10/14

愛媛大学

総務系実務研修「経営企画課の業務について」

（経営企画部泉ＴＬとの共同発表）

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク

ＳＰＯＤフォーラム２０１１「職場で使えるグループワーク」

（次世代リーダー養成研修メンバーとの共同発表）

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク

ＳＰＯＤフォーラム２０１１「一人ひとりが広報パーソン」

（単独発表＋サポートメンバー有り）

愛媛大学

法文学部非常勤講師　同窓会提供講座「大学職員として働く」

（教育学生支援部　竹本部員との共同発表　１コマ）

愛媛大学

中堅職員研修　「広報」への誤解と期待～愛媛大学職員　広報活動入門編～

（単独発表　１コマ）

福島大学

第２回福島大学ＳＤセミナー「激動の時代に輝く大学を創る－職員の役割を問う－」

（単独発表）

愛媛大学

教育学生支援部職員実務講座

（教育学生支援部西尾教育企画課長との共同発表）

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク

ＳＰＯＤフォーラム２００９「事務職員はＦＤにどう関わるか」

（教育学生支援部西尾教育企画課長，石川部員との共同発表）

愛媛大学

広報事務担当者セミナー　「愛媛大学の広報活動基本方針」について

（広報課長として研修全体の企画及び単独発表１コマ）

愛媛大学

平成１８年度愛媛大学ＦＤ／ＳＤセミナー「米国ポートランド州立大学における学生支援体制」

（教育学生支援部山内ＴＬとの共同発表）

教職員能力開発拠点事業 ＳＤコーディネーター（ＳＤＣ）養成講座 in 東京

「ＳＰ，メンタリングの導入事例及びその有効性について」

（単独発表　１コマ）

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク　 愛媛大学

ＳＰＯＤＳＤ報告会 「HRD JAPAN ＨＲＤ ＪＡＰＡＮ 第３０回能力開発総合大会参加報告」

（人事課　秋谷副課長との共同発表）

大学コンソーシアム京都

第６回ＳＤフォーラム― 人材マネジメントと職員の能力開発―

（経営情報分析室秦准教授との共同発表）

愛媛大学

平成１９年度愛媛大学ＳＤセミナー「激動の時代に輝く大学を創る－職員の役割を問う－」

（教育学生支援部砂田部員との共同発表）

2



４．大学等におけるＳＤプログラムの企画・立案の実績

５．スタッフ・ポートフォリオに関する実績

※１～４で総合的に基準を満たすと判断した。

・平成１８年度 文部科学省特色ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）

「ＦＤ／ＳＤ／ＴＡＤ三位一体型能力開発」申請書作成，実施等に関わる。

・平成２０年度 戦略的大学連携支援事業（戦略ＧＰ）

「『四国地区大学教職員能力開発ネットワーク』による大学の教育力向上」

企画立案，申請書作成，実施等に携わる。併せて，ＳＰＯＤの立ち上げに関わる。

・課員と共に自らが開発・企画したＳＤプログラムである学内研修会「広報事務担当セミナ

ー」（平成２６年２月１２日開催）において，「愛媛大学の広報活動基本方針について」講

師を務めたほか，研修全体のアンケート結果等を基に評価・改善を行った。次年度の同研

修は，その評価・改善結果を生かした内容が実施された（異動に伴い，講師は担当せず）。 
・平成２９年度「ＳＤＣ養成講座 in 東京」に講師及び事務担当として関わることにより，

ＳＤプログラムの開発・企画・評価に係る各種手法を学んだ。

3
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